
菅江真澄翁と温泉
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秋田県内地下更瀕としての温泉数（冷泉を含め

て）は約 2 3 0カ所であるが，現在使用中のもの

は ll 0泉に過ぎない。温泉は読んで字のごとく

地下から一程度以上の温度をもった「熱いか，ま

たは温かい」鉱水を湧出するものを指していうの

であり，秋田県としてはその数かならずしも少な

くない。現代では堀さくによったものがあり，ま

た石油採堀のボーリソグにより，副産物として湧

出したものも少なくないが，明治以前の昔におい

ては堀さく技術が発達しておらず，温泉といえば

専ら自噴によったも(l)である。

今ここに述べようとする菅江真澄（白井秀雄）

は宝暦四年 (1754) （推定），三河の国吉田

に生まれ，文政十二年 (l8 3 0)秋田県角館町

在で逝去した人である。彼は天明三年癸卯 (l 7 

8 3)齢 30オで郷里三河の国を出発し，長野，

新潟，山形を経て翌四年甲辰 (1784)9月 2

5日初めて秋田の土を踏んだのである。その後真

澄翁は，その翌年 8月には青森県に入り， 9月に

は秋田の鹿角郡宮川村から岩手県に到り，その翌

年宮城県に行き，天明八年戊申 (1788),彼

が 3 5オのときの 7月，青森の津軽から北海道松

前に渡った。

そして寛政四年壬子 C1 7 9 2)真澄が 39オ

のとき内地え帰還し，享和元年辛酉 (1801)

4, 8オとなって再び秋田領に入り，爾後翁が没す

るまで秋田領内を巡遊した人である。その間の著

作は主として「真澄遊覧記」 6冊に編まれている

が，これには洩れたものがあり，また未発見のも

i,'のもある模様である。

真澄翁の著作の紹介には何といつても民俗学者

t故柳田国男氏に負うところが多く，また今 拙稿

1 の資料となった「菅江真澄未刊文献集」一，二は

，｀内田武志，＾チ氏兄妹らの努力の結晶である。こ

,:の菅江真澄遊覧記は翁の生涯をかけたかけがえの

ない著作であるが，その大部分が民俗に関した記
',述が多いためー，菅江真澄は一介の民俗研究家とう

けとられ勝ちである。しかし流浪者にも似た翁の

生活を支えたものはそもそも何であったろうか，

という疑問がおこる。もつとも津軽羅滞在の数年

間，ならびに秋田領内における翁の晩年はそれぞ

れの藩公からの依嘱事菜に対する報酬はあったが，

それだけでは説明できない。翁の著作をみると，

薬草採版のことから本草に関したこと，特殊な薬

剤の調合のこと，医療のことまで散見されるので

恐らくこれらが翁の生活の基盤をなしたものでは

なかったのかと推定される。更に翁の著（乍中数多

い地名，神社，仏閣などの考証の他に，植物や鉱

物，泉水などについても造詣が深い。かつ翁の文

章のなかには未知，既知の事柄に対するけじめが

はつきりしていることは特に注意すべきことで，

翁は立派な科学者であると言い得るのではなかろ

うかと思われる。

温泉啓蒙と真澄翁

温泉が疾病に利用されたのは遠く神代からかと

思われるが，混泉の効用を医学の上から開発させ

るに到ったのは徳川時代からである。真澄翁は勿

論徳川時代の人であるが，湿泉啓蒙の如何たる時

代に位置したかを知ることは，翁の湿泉に対する

意図を知る上に重要なことであろうかと思われる。

真澄翁が遍歴の旅に出立したll)は彼が 30オの

天明三年 (l7 8 3)二月であるから，もし彼が

医学や本草学を初めとして温泉に対する知識を吸

収し得たとすれば，彼が旅出ll)以前と見なければ

ならない。

さて，わが国において温泉または泉質について

組織立つた論述を行ったll)は後藤艮山 C1 6 s 9 

- l 7 3 2)が初まりである。彼の温泉説は水火

相剋説ともいうべきもので，硫黄は熱物であり，

良性であるが，金，銀，鉄，錫，白蓉，丹砂に触

れて出るもの 1ま悪性である。そして但馬の城崎温

屎：特に新湯こそ彼の理論に照らして適応する理

想的な温泉とした。ついで艮山の弟子の香｝11修庵

(lll83-1755)は温泉療法を大成し，更
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に艮山の門人山村通庵は諸国王蘊足じ：て温泉の県

買と劾態客検査し、また「家温泉lなる人工温泉
`9、

を考案した。その後原双桂，柘植彰常（叔順），

宇津木昆台，・.貝原益軒，，河合章莞，．三宅意安らが

批でて温泉療法の普及および正しい入浴法を説い

たが，現代のような化学分析が行なわれた訳では

たかった。徳川吉宗が閲学を解禁すると共に日本

各地に洋学がおこり，その中でも日本の化学の濫

磯ともいうべきものは宇田川蕊庵の「舎密開宗」

l 6巻の和訳である。その舎密開宗の外篇の中で

椋庵は，温泉をば鉱泉と称し，分析成分の状態に

ょって彼は鉱泉を酸泉，硫泉，塩泉，鉄泉の省泉

に大別した。

さて宇田川格庵（ 179 8~1846) が幕府の

命を奉じて蘭書を翻訳したのが文政九年(l82 6) 

そして舎密開宗が世に行われたのが天保八年 (18

．．つたもの，または不明のものも数呆あるし，名称

の点で疑義のあるものも含まれている。

この翁の 3 7泉は数として決して少ないもので

はなく，例えば明治 l9年刊「日本鉱泉誌」 （内

務省衛生局編纂）で，秋田県内鉱泉数は 58泉に

過ぎず，また大正 5年，秋田県警察部発行「秋田

県鉱泉誌」ではようやく 80泉である。

なお真澄翁は秋田領内隈なく巡覧したとはいわ

れても，当時未開発地域であった八幡平や乳頭の

温泉郷には足跡を印していないのであるから，泉

数としては少ないが，翁の見聞の広さが偲ばれる

次第である。

今 と 昔

37)のことである。椋庵の他に）II本幸民の舎密読 すでに述べたように真澄翁の県内における足跡

本，舎密真言，化学通があり，また京師に広瀬元 はひろい。次に翁の著書中に現われた温泉を現代

恭がおつて化学の発展に寄与したといつても，熔 の姿と比較してみたい。

庵当時のことである。

ところで，真澄と熔庵とを年代の上から比べて

みると次のようなことになる。真澄の誕生は1'15

4年，蓉庵はl7 9 8年，真澄が 30オで故郷を出

たのがl'18 3年澤庵が幕命をうけて蘭書の和訳

に従事したのが 182 6年であるから，真澄が舎密

Chem1eという新知識に触れたとは考え難いこ

とになる。但し漠方医学の諸書，本草ものの諸著

殊に後藤艮山および彼以後の学者の温泉学に触れ

得たことは充分考えられるのではなかろうか。従

つてこのような角度から真澄翁の行績を味わって

いきたいものと思う。もつとも翁の「真隅雑抄」

C年代不明）の中には，諸著に引用したと思われ

る書籍が 4 曇 4種，その中に「温泉遊草」なる一

書がある。この本の著者も年代も不明であるが，

実証的な翁の知識は各種本草書，また蔵nとして

の医略抄，万安法，頓医紗，喫茶養生記などから

得たものではないかと思われる。

今回「真澄翁と温泉」を草するにあたつて資料

＇としたものは菅江真澄集，秋田叢臼•菅江真澄未
刊文献集 (2巻）である。これらの著書中温泉と見

倣されるもの数にして 3 7泉，しかし現在減び去
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湯坂

「毛馬内をたちて里のはしよりめてにさし出た

る埼あり，湯坂という。そこにむかし温濤te:~)

のありたしが，tょへにふり埋れて絶へうせ，いま

の大湯の泉湧出たりし物語のあり。そのころより

や湯田の堰の名に流れて，今もしかりと。」

また

「長者窪，長土呂，葦名沢などのやかたをした

つかたに見なして，師走長根にかかり，温泉坂

（ゆざか）を越えて，ゃはら毛馬内になりて青山

のやとにつきたり。」

この二つの文章のうち，前者は真澄翁が毛馬内

から志留祁河（現在の汁毛川）を渡り，牛馬長根 9

子坂，鳥越，朱鷺（現在の鴇），そして藤原，砂

子沢を経て鉛山に出たが，帰途は鴇から大森に出

て，長沢，高清水，長者窪（現在の長者久保），

師走長根を経て温泉坂（ゆざか）にかかり，毛馬

内に戻った旅の記事で，後文のとおりである。

そもそもこの温坂というのt文，毛馬内の町の北

ヽ



端れ（小坂道路）に下小路という処があり，其処

から右手の狭い道を進むとやがて坂道となる。こ

の坂を下ると田圃を隔てて汁毛JIIがあり，狐森が

彼岸に望まれるが，この坂道が湯坂である。つま

り湯坂は東側にある上の岱の麓道で，地形からい

えば山の埼をなしでいる、現在湯坂には出湯の気

配はないが，埼を廻わり，汁毛川に沿つて東北に

進んだ山の岱の浸蝕断層の中腹 2カ所から地下水

が湧出している。水温を測ると 1がC（気温 25 

℃)であった。最近里人の話では附近の田圃でボ

ーリングを試みた人があったが，不成功に終った

という。

大湯温泉

「福本興正とともに毛馬内の里を出て，大湯の

湯桁のやかたも過て，大温泉（おほゆ）といへる

ところより・・・・・。」

真澄翁の文章としてはこれだけであるが，絵が

あり，その絵の中には上湯，下湯，河原湯の他に

薬師仏などが描かれている。

大湯温泉の発見は必ずしも明らかではないが，

上ノ湯の試浴は万治年間 (165 8~1661),下

ノ湯の発見は文明年間（ l 6ヽ9~14'87)で，浴

場構築は延宝年間 (1678~l6 8 l)といわれて

いる。また河原ノ湯は寛永の大洪水のため埋没し

たが，その後新たに湧出したものであるという。

源泉数としては日本鉱泉誌でも真澄翁当時と同じ

く 3泉にすぎないが，大正年間となって（秋田県

鉱泉誌）．新たに「荒瀬ノ湯」が附加されていて、

現在とほぽ同様である。

なお現在も栄えているこの大湯温泉の民俗につ

いては伊藤為憲著「鹿角縁起」 （天保九年四月，

1 8.8 8)に精しいが，省略する。

泉買

上ノ湯 弱食塩泉 （昭 34)

蒲田ノ湯含塩化土類食塩泉 （昭 30)

下ノ湯 合食塩硫化水素泉 （昭 25)

川原ノ湯含塩化土類弱食塩泉 （昭 31)

荒瀬ノ湯弱食塩泉 （昭 31) 

石JIIノ湯 II （昭 31)
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銚 子 温 泉

•本泉は十和田南，あるいは大湯温泉から十和田

糊発荷峠に至る途中，赤川に沿う地点にある温泉

で，大湯から約 lO Kmの距離にある。 9 本泉は温泉

としてよりも銚子の滝で有名である。真澄集第一

巻には，「大滝とて弓手におもしろき滝あり。か

くてその滝のもとになりぬれば•大雪の崩れかか

りて峯よりおつるかごとく．わきて，このころの

雨にみかさいやまさりて．四（はんざう）．堤の

ロなとより水をこぽすかことし。さりければ銚子

の瀑布とはいふなん。」

また

「此滝のかたはらに七ツ石とて累りたる。その

もとよりいささか温濤（ゆ）の湧き出て，しはし

弓手に分入れば，温泉（ゆ）の沢とてささやかの

滝のおちたり。」

以上の文章の他に真澄集には自筆の絵があって

それには刀満利多企（止滝），奈加多企（中滝）

滋保太起南委（滝），銚子沢，滝明神，七ツ石な

どの累巌などが描かれている。

本泉は現在同和鉱棄株式会社小坂鉱業所の保管

にかかり，一般に公開されていない。泉水は銚子

の滝に向つて左手の岩から湧出するのであるが，

現在のものは昭和3 l年 8月堀さくによったもの

で，昔の悌を偲ぶよしもないが，湧出量は豊富で

ある。ただし泉温は 26℃で，鉱業所では沸かし

て浴用に供している。

古来この銚子の滝は有名で，文人墨客の来遊も

少なくなかったが，現在は小坂鉱桑所敷地内に入

らないと心地よく楽しむことができない。またこ

の沢の中には銚子の滝以外に止滝（トマリダキ）

，白銀の滝（人造滝），中滝，大滝内の滝tこど美

しい滝があり，更に湯ノ沢の奥には自然湧出の一

泉がある。

泉質

単純温泉 （昭 31) 

湯瀬温泉

湯瀬は山紫水明の地で，峡谷は四季を通じて美

しい。温泉の発見年代は不詳であるが，浴場の創
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設は享禄年間 (15 2 8~15 3 2) という。真澄翁

が南部（岩手）への往き還りには此処を通うたも

のであろうけれど，当時は現在とちがい，湯湖は

鄭びた山の湯＇で，漂う静寂は翁の郷愁を誘ったも

のであろうと思われる。

「湯瀬といひて，湯桁の三つならびたるところ

ありけるに湯あびして，こよひはここ．に宿りぬ」

とか，また糸宿という糸を紡ぐ女らの集つて来て

は糸をつむぐ様を眺めては，

麻糸の長きよるよるをとめらが

語るまどゐや楽しかるらむ

と詠み，また

「宿近きあら河の波音，こころなく虫のこゑご

えあと枕にひびき，老ならぬ身も寝覚が＇らに，さ

めてはいとどこし方のみおもひも捨ず，いねもっ

かれぬに，軒ばの山ならん，鹿のゆくりなう，t.r.

いおどろかしたるに涙おちて，

＇ ふる郷をおもひ出湯の山＇らかく

わきてものうき樟鹿の声

湯舟にいまだ星の影あかりさしうつる頃起出で

．．．．．」とも書きしるし，また

「暮れは女ともあまた苧笥かふへ来あつまる，

これを糸宿といへり。うみそするに，左あるほ右

の膝をあらはし，それなんたよりによりぬ。こは

女の身もてあるべきさまともおもほへねと，里の

ならはしとて，露ばかりに人にはぢらうけしきも

見へす。夜とともに，まろつうちかたらひて更た

り。」

とも魯き記している。電燈はおろか，洋燈も蛾

燭もない，おそらく一つの行燈を囲んで村乙女，

若妻などの糸をよる姿態をながめながら，淡い光

ををたよりに物書く真澄翁の淋しい姿が目に浮ぶ

し，また糸宿を今宵の宿とした翁の放浪の旅にも

似た寂しい心の程が偲ばれてくる。

現在川瀬に湧く温泉は見られないが，泉源とし

ては 3ヶ所，真澄翁の頃のものと同一かどうか不

明である。明治 l 9年発行の日本鉱泉誌には上ノ

湯，中ノ湯，下ノ湯，河原ノ湯と泉源は 4カ所と

なっているが，泉質の記載はない，それほど湯瀕

の湯は交通不便な山奥の湯であった模様がうかが

われる。大正 5年発行の秋田県鉱泉誌では上，中

下の 3泉で，泉質は硫黄泉となつている。

翁の夢に通った川音はいうまでもなく米代川の

渓流である。湯瀬附近には剣ケ岩，地蔵岩，廻滝

獅子滝，銭浪滝，七班，天狗岩，洩巻の淵，鉤崖

などの奇観，絶景などあるのであるが，そのいく

つかを翁は眺めながら旅を行ったのではないかと

思われる。

泉質

湯穎 単純温泉 （昭 31) 

単純硫化水素泉 （昭 2 6) 

湯端 単純硫化水素泉 （昭 26) 

ーー北秋田郡一一

大滝温泉・

本泉の発見は今から五百年前といい，また千五

百年前であるともいわれている。この温泉に関す

る古文書は，戊辰の役の兵茨にかかり烏有に帰し

たという。

温泉発見にかかる口伝などには荒唐無稽なもの

が多く。信頼するに足るものではないが，しかし

それにはそれなりの意味があろう。大滝温泉のう

ち鶴の湯については次のような伝説がある。

今から千五百年前のこと，米代川のほとりに秋

風が立ち初め，村人たちが稲刈りに忙しかったあ

る日の夕暮どき，何処からともなく一羽の鶴が河

辺に舞いおりた。近ずいて覗くと，真自い翼は折

れ，からだにも痰があり，鶴は非常に疲れていた。

しかし四，五日経つて鶴の傷が治ったものか，間

もなく喘き声も爽かに，翼にも力が満・ら，元気に

飛び去った。不思議に思われたので鶴の休んでい

た所へ行ってみると其処に温湯が浪々と湧き出て

いたという。それでこの温泉を鶴の湯と呼ぶよう

になった。また薄の根元から湧き出た温泉を薄

（ススキ）の湯と呼ぶようになったという。

しかし西宮藤毅著「秋田県温泉のしるべ」（明

治 2 ？年）によると，大滝温泉の発見年代は不明

であるが，浴場の開設は大滝村の創草と同時で，

今から五百年前であろうと述べている。そして同

書には呆源は 3カ所であること，病鶴にちなんだ

鶴の湯のあることバ竺茂生の中に湧き出たものが

芭の禍であること，また湯戸の宅地に湧出したが

一
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上述 2泉に遅れて開場したものを新湯と称したこ

とが書き添えてある。つまり大滝には泉源は3カ

所であったようである。しかし昭和の現在でば円

さくによって得た第 5号井だけが頼りになってし

まった。

菅江真澄翁ほしばらく大滝に滞在したらしく，

当時の湯沿場の姿や民俗などについて悉しく記し

ている。 「秀酒企乃温濤（ススキノイデ==-)」が

それであり，また克明に写した絵もあり，現在と

対比してみるとその移り変わりがおもしろいo 二

三抄録してみると，

「・・・・・百目木（どうめぎ）のやかたを弓手

にできて，やはら大滝のやかたも近つきたり。

ふる雪に埋もれてしもいつるゆの

わきてけふりにしるきひとむら

と口にまかせていへば，あないD聞つつ，それは

歌にてさふらふか，馬に銭とやらん，せめては発

句にてもあらば，露ばかりわが耳にも入らんと・

あないが，こころありけに聞とかめたるにや，tま

ちろふおもひしたれと，おくしたりとゃ，おもふ

おもひのやさしければ，

一村ゃ雪吹のなかを湯のけふる

あないのうち聞て，こたひはあまたたひすんし返

し返して，いて湯のやかたに来て，奈良なにかし

のもとにゃどつく。ひたふるに行かふすちは，湯

気に雪のむら消わたり，かけ樋をつたふ湯桁のあ

たりは春のここちして，歌女のうたふこゑほのか

に聞へ，蛙のここと，偲び音にうもれ嗚もあやし

ふ，長閑なるやうにおもほゆれと，湯あらしとい

ふものに，JIl風も吹そへて，夜半ばかりいた＜冴

へて身もたつおもひそしたる。」

と，昔の湯治場の廊びた賑やかさをしるすかたわ

ら，異郷の夜の旅枕の味気無さを嘆く。

「・・・・・釈於保多芸（オホタキ）とぞいふなる

河隅のやかたに，いてゆ浴してとしくれ，このね

ぬるまくらかみに，波のきよるかと，湯の涌なか

るる音にきいおとなけば，こそは夢と今朝にさめ

て，はしり湯のもとに手あらひたしすめば，人も

群れ来て」。

また温泉の由来については，

「秋田の郡大滝の里は乎地より温泉涌出っ，浴
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場のもの四方より群集ずるを一村みな宿りて薬と＼

する也o この堂前に温泉の一池あり，故に俗に温

泉の神と云。その地上に茫叢ありて他よりもよく

長する。年々生ひひろこる事もなく古よりかわら

ず，より｀C茫のいて湯とも云。」

と記し•また

「大滝7..>湯もとに来て薬師仏の堂に詣ぬ。かた

はらの温濤Cでゆ）のとくとくと涌き出るに，板

なんしきて土かいのせて，茫を一もと殖たるが，

やはら，つくぐみ渡りてみる。そのよしをとへば

遠きむかしの事となん，あやしの翁の，とりの子

のがらに湯をつめて，是をすすきの葱につ上みて

こ上にうちゃりて過ぬ。それよりして，温泉のふ

ちふちと涌きそめたり。それは神にてか仏にてか

在りつ・らんとて，茫を殖て奉ることしかしか。秋

のころは，むさか，tょなさかと生ひのほり茂りあ

ひ，尾花のほtょみうちなびき，寄り来る人そ多か

りける。さりければ薄の出湯，たまごの湯ともそ

の名の流れたると，語り捨て人はいにき。此堂の

うちには仏のみたしろを置てけれど，級野（しな

の）の国に見奉りし寸須貴（すすき）の社とて，

もろつまの茫を殖て奉るにひとしかりき。

角組ていつるすすきのゆくかたに

秋はなひかん袖の追かせ」。

ゆくりなく村人から聞く温泉由来の真偽は別と

してまことに閑かな風景である。薬師堂は現在ま

で幾度か建て替えられたも(})と思われるが，堂の

右側を流れる溝の傍で，道路に近い処に最近まで

茫の湯の泉源があった。

しかし今は殆んど見る影もなく埋もれて昔の姿

がない。また真澄集には次のようなことが記され

ている。

「真珠黄（ゆのはな）の多くあみつらのやうに

うきたたよりて，樋の中を流れ出るを，童ともの

来て，これをとりすさみぬo

旭かけさしかきろひていつる湯の

花さへ匂ふ里のはつ春

これが又のから名は，水硫黄ちふものにか。」

この文章の中の真珠黄，水硫黄は今日いう湯の

花（温泉華）であるうが，これを翁は珍らしく美

しいものを見たと思われたであろうけれと．，村童
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は見慣れたものは珍らしくなく，いたずらに引援

まわしたに過ぎない。一湯の花の利用が当時すでに
:.., -.·•.:,. 

知られていたかどうか，ずでに述べた後藤艮山の

門人山村通庵は諸国を遍歴して親しく混泉を攻兜

し，路程遠く旅に堪えない病客のために一種の人

工温泉（家混泉）を工夫した。その時通庵は潮水

と硫黄などを素材とした。宇津木昆台 C17 7 9~ 

1848)も家温泉に意を用いたのであるが，年代

からいうと，真澄翁は昆台よりも 25オも先輩で

しかも翁は 80オで旅に出たのであるから，通庵

のことがあるにしても家温泉のことを知らなかつ

たかも知れない。現在の大滝温泉の泉水には蒸発

残留物がやや多いといつても硫化水素は少なく，

また硫黄の析出することが見られない，換言すれ

ば大滝温泉は温泉として，老化の道を辿つている

ようである。

次に温泉の泉熱を利用して味噌の熟成期間を短

縮せしめるという民俗について真澄翁は次のよう

に誌している。

「此ころ湯の涌かへる泉のうちに，おしきを蓋

として縄にゆひかため，石をおもりとして小桶を

いくらもならべたるは，玉豆ちふものを砕て，麹

しほなとかい合て此桶に入れて，湯の中にひたし

て七夜を経れは，色のあかあかと附ぬ。これを湯

治味噌，あるいはいふなぬか（七日）みそとて味

ひやよけんとか。

やまやまの花の盛もけふなぬか

見そあかなくにちりゆくはおし」

この文章の中で注目すべき言葉は「玉豆」とい

うことである。玉豆は豆の種類ではなく，「玉味

噌」のことではあるまいかと思われる。玉味噌の

製法はわが国では所によって異なるようで，鹿角

北秋地方では，大豆を煮てから揚き，それ以上加

工することなく球形に丸め，縄で緊って軒場に吊

す。空中を浮遊する酵母の作用である程度の熟成

を経て，次にこれを取り外ずして食塩，麹を加え

て桶につめi室温に放置して熟成の完成を保つの

である。しかし温度をある程度高めると熟成期間

の短縮がおこることは当然で，村民はこれを経験

的に知つていたのであろう。玉味噌の製法など翁

の当時から現在まで変つていなししことをみると，

伝統とか世の因習の根強さがうかがわれてくる。

・次に湯治場などという所に滞留が長引くと湯治

客らはいつとはなしに親しくなる。親しくなれば

別離もお互いに惜しまれる。真澄翁の麗筆は次の

ょうに運ばれている。

「湯のやかたに相やとりしたる男女とも，やか

て浴みの人らとたち別れなんはなむけ，なこりの

うたけとて，酒のみのみて酔て，こゑのかきりに

『けやくはなれとお庭の岬子，ぅら子は枯れても

根子はきれない』とうたふ•

さて真澄翁の記述に続いて明治上期はどうであ

ったか，明治 l9年版日本鉱泉誌には 3源泉なら

びに位置について次のように誌されている。

「泉源三所，路の南側二在リ，甲ヲ鶴ノ湯，乙

ヲ芭湯，丙ヲ新湯卜称ス。甲ノ湯池＾四辺石ヲ畳

ミ，其底細石ヲ乎敷シ，饒ラスニ木桐ヲ以テス，

乙ハ甲ヲ距ル四，五間，石槽ヲ設ク，槽ノ半面＾

土ヲ以テ之ヲ蔽フ，丙9ヽ乙ヲ距Iレ六，七間，湯戸

の宅地二涌出ス，湯戸総ヘテ五アリ，皆覚ヲ以テ

泉ヲ浴槽二導ク」

とある。翁の当時の泉源の位置は明治の頃と変

わりがなかったものと思われるが，羨しく思うこ

とは泉量の盟富であったことである。此処でまた

翁の文章を引用してみると，

「・・・・・道目木のやかた近う去年見しみちの

ペの桜，やま風に吹いさなtまれて，いよよ名にお

ふ花かひらけの池水に，花のささなみたてり。河

辺ったひにくれば湯の末の流れたる滝のもとにや

まふど居ならび，腰をうたせ，ぁしをうたせ，か

しらをうたせて，こもひきまはして岩の上にむつ

かたりし，あるほ唄ひ戯て浴みせり。

出る湯のたきっしら泡風おちて

いまヽまた花のちるかとそ見る

やかてやとりになりつ。」

とあるように，打せ湯ができる程余分の湯があ哨

たり，また翁の絵からみても泉水が溢れ流れて米

代川に滝となって落ちる程であったが，その後慧

泉旅館が殖えた（明治 l9年頃湯宿が 5軒，大正

時代9軒，現在 lO数軒）他に泉水の使用量＼雙

し，現在では 5号井から汲み上げるまでに貧雙た

ものとなってしまった。 鴫ヽ
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その他現在いわゆる大滝温泉の他に，、米代川北岸

に 1泉（新軽井沢温泉，含石膏食塩泉），、五輪岱

に 1泉（軽井沢 2号井，含石背食塩呆）があるが

これらはボ 1リングによったものであり，消略す

る。
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（柚温泉，小股ノ湯）

本呆は北秋田郡森吉町阿仁前田湯ノ沢に湧出し

た温呆であるが，阿仁合線阿仁前田駅から東方 1

9 Kmの地点にある。以前は営林署の森林軌道が利

用されたが，近来小股ダム開発とともに道路が監

備され乎田（ヘダ）までパスの運行があるように

なった。真澄翁当時は徒歩以外には行くすべがな

かったようである。

翁の「雪能飽田寝」には次のような文章がある。

「かねて聞つる小又の沢の奥ふかくあるてふ，

白絲の滝の雪におちなんも見まほしくて。」

と翁は雪路を阿仁前田から小又JI!に沿つて東行

したことが，今もある部落の名詞によってもわか

る。

狭間田村（堺田），天津羽村（天津場），森吉

の邑，鷲の瀬村，雑魚淵の村（砕淵），斯毛（下）

都留志Qい額），加美（_t.）都留志（連瀬），小

滝村，刀企度布村（時戸），女木内，湯の台。

このようにして真澄翁は白絲の滝の幻に憑かれ

たかのように深雪の沢を押し進む。

・雪の白絲道に， 9

「六日。よんへより吹に吹たりし風のみをやみ

たれと．，つとめて雪いよよふりぬ。白絲の滝見な

ん，いと近けれど，大雪にみちもさらにあらざれ

ば，三人の路ふみをたのみて，ゃぶれたる小舟の

雪かいはらひ，雨に入たるあかも氷もかい捨てさ

し出るに，いまだともへの氷に重ければ，うきぬ

しつみてあらき川波に行なやがからくして岩の

上に，ぁゃうくもうちあてておりつ。みたりのあ

ないとも，手ことに猿手てふ，むらかしはやうの
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ものをとり雪につき立，かいわけて入る。 ・・・・

不動明王の祠の雪に埋れたる，谷川をへたてて，

鳥居のはつかにかくろひ残りたるにいちしる＜，

此行かち木のあとをしるべと，雪の深山に，雪の

小坂をところどころにかい作りて，梢折しき，柴

こりしきて，雪に折れふす木の枝を渡り，たとる

たとる三たりのあないかみち作り，みちしろべし

てその山陰にいたれは，いや高き山のかひより，

いはねふたつまでっちなりて滝落つ。くろきいは

ほの面に白き糸すちをあはをによりてかくるかと

あまたみたれかかりたる。ヽ・・・・」

「此谷川のへたいささかわけのほらはば，研台

といふ処ありて石材あまたいづ。その石黒<,す

る墨のことく，又うす墨のことなるもあり，はた

金筋，銀筋とて，こかね，しろかねの線をひきま

とひたるもあり。もともまれなれと，楓，はたっ

もり，ぷな，獅葉なとの花紋石あり，石はいつら

も堅実にして試金石のことし。」

などと記している。翌年翁は逆の方向，すなわ

ち扇田方面からこの白糸の滝に辿りついている。

翁の夏の白糸の滝については，

「やはら雨もはれてけれは，小舟にのりて岸に

いたり，宿のあるし大河なにかし，誰れかしなと

たか評かい分て，去年雪にたとりわつらひたりし

不動尊の鳥居に入てからくしてわけ出て，雪に路

なかりしことく夏草ふかく，山路の露にぬれぬれ

て岩の上によちのほりて，ふりあふぎて見れば，

日をふる雨に落そひて，去年見し雪のしらいとを

ぁはをに乱れか上りたりしとはことにして，白綾

ひとむらを高きいはねより風のひるかへして掛た

らんやよに雪吹にいやまさるたきのいら泡，山か

せに吹いさなはれて，いまはた袖をはらふおもひ

して，こ上に見やり，かしこにながめて，身の寒

きまて水の雲霧いとふかし。」

などとしるしている。また翁は小股の温泉につ

いては，

「谷陰を分めくりて，小股の温泉のもとに至る。

湯はきはめてぬるけれど，ゆげたを立しぞけほ，

こょちあたたまりて身にあせしてゃょけん。湯の

やかた1文ttたばかりならひたれど，人のやとりて

浴るはまれなり。」
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とのぺている。山の湯の静けさと，客があれば

誰彼となく泊める山賤の人の深い情とは現代では

考えにくいことかも知れない。翁はまた筆を継I,ヽ

で，

「滝の水上にのぼり，あるは硯台に行て石材

（いし）とりてんとおもへと，此ころの雨にいつ

らも水のふみかければ，せんすへ波の下にうち見

たるのみにて，その大雪をわけ来しごとに，こと

Lも手をむなしうぞしたりける。」

現在は小股ダムがあって小股川の水の調節が司

能であり，また小股）IIには橋もあって，柚温泉に

も白糸の滝にも容易に行けるようになった。

また白糸の滝を源とする川にも橋が架けられ，

渡り終えた場所が硯石台で，其処に不動尊の祠が

ある。この橋の下の）II床から滝のところまで硯石

が豊富で，この中に真澄翁の描く花紋石または木

の葉石，金筋，銀筋の石が混在している。

さてこの湯の沢温泉は現在柚温泉という泉名が

世に通つているのであるが，その由来記によると

定保二年 (1717)宮野四郎兵工の発見にかかり

試みに病人を入浴させたところ七日を侯たずして

全治したことに初まる。

享保十年共同営業，宝暦二年C1 7 5 2)十二月

湯小屋設営，間もなく四棟に殖えた。その後立石

久七，本田太郎作，島森三吉，宍田吉左エ門，相

馬太七の 5人共同経営となったが，大正三年相馬

家個人の所有となったものである。現在泉名とな

ったものである。現在泉名となっている柚（ソマ）

1文，元来姓が相馬であったものが，明治初年戸籍

法実施の際「柚」と誤記されたものであるという

泉質

弱食塩泉 （昭

湯の岱温泉

2 8) 

真澄翁の「雪能飽田寝」の中に，

「中畑といふJllそひの村，棒山（坊山）のやか

たに出たり。」とか，「湯の台とて，そのかみ，

いて湯のありたりし村あり」

としヽう記事がある。これは真澄翁が小森から来

てこの道を通り，小坪沢，水沢を経て扇田へ出た

ときの紀行文である。現代では鷹巣町の東南，昔

の沢口村の小森から東へ進み，小森川に沿つて四

ノ渡，坊山を経て湯の岱に至る。小森から約 9Km

の行程である。

本泉の発見年月不詳，しかし村民の治右エ門が

享保年間 (1?16~1? 3 6)この土地に来て試浴

したのがはじまりであるとい広日本鉱泉誌には

「泉＾山麓渓級ノ間二涌出ス，未夕浴室ノ設ナク

浴客アレ＾村民泉ヲ湯槽二盛リ，温メテ 浴二供

ス，此泉丑ノ日日帰リ湯治卜称スル浴客多クシテ

留宿スル者極メテ少ツト云フ，道路＾小猿部ヨリ

比内二通スル間道ニシテ甚ク険岨ナリ」とのぺて

あるが，現在はいたつて乎担な道で，険岨とは思

われない。

泉源は湯の岱部落の西端れで小森川の碩に湧出

する。傍に湯小屋を建てられる狭い平地があるの

であるが，雑草が生え茂り，泉源を捜すことは容

易ではないし，またそれに湧出量も多くはないコ

但し部落内の一民家の庭先には泉温 20℃の自噴

泉が•あり，湧出量も多い。真澄翁の「湯のあたり
し村」の出湯は年代からいつて小森Jll碩のものを

指したものと思われる。後世の化学的分析はすぺ

てこの泉源について行われたものである。

泉質

炭酸泉

土類炭酸呆

巌松山温泉寺

（明

（大

7ー

ー

ー

，

．
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8) 

真澄翁の「贄能辞賀楽美」の中に，

「二井田のやかたもやはら過て，高邑といふこ

なたの，白洲穴といふ草のいや高う茂りたるとこ

ろにたちて巌松山温泉寺を田づらに見わたして，

やや暑さ忘る.I.tまかり時うつれば，八角坂にかか

りてむかしはいくさの箭庭たりし陣の越を見めぐ

り，寺崎村にいたり，五輪堆に来いたりぬー」

という文章がある。翁は扇田を発つてこの旅路

を行ったものであろうが，高村のこなたより見ゃ

りたると添書した級松山温泉寺の絵もある。二井

田は扇田から鷹巣へ至る途中の部落であるが，ま

た此処から分れて陣•ノ腰を経て宮本，比内前田，



杉沢などに至る立派な道路もある o 9しかし翁当時

は二井田の西の部分は開けず，恐らく草深い高村

から温泉寺を遠望したものであろう。この界隈の

部落はすべて丘または高台を選んでいる力り温泉

寺は田をめぐらす平地に建てられた寺である。

この巌松山温泉寺は曹洞宗であり，また温泉と

は関係がない。扇田には寿泉寺があり，二井田に

は温泉寺があり，八木沢には宝泉寺があり，泉に

関係はあるが，温泉には関係がない•強いて求め

るならば程近い沼田に沼田温泉があるだけである。

山椒沢の温泉

内田武志著「菅江真澄未刊文献集二」の中の

「こころゆくすみか」という項に真澄翁は次のよ

うに書いている。

「秋田ノ郡大阿仁ノ荘木戸石村に巌松山栂温寺

といひ，曹洞宗あり，此寺はむかし山椒沢といヘ

る温泉のもとに在りて天台なりし力りこぼのはて

たるを遷して禅宗となれり。

此寺なかむかしにふたたび，山根 Cヤマグロ）に

移せり。近きころ，里中の寺蹟に庵を（乍りて，前

キ樹温寺十六世僧，俊栄上人すめり。其庵の名を

長寿庵といふo 略，

こ上るゆくすみかもとめてすめる身の

いのちなかさもおもふまにまに

光実

この文章の中の大阿仁の木戸石村という村は町

村合併により現在合川町に躙入されている。ニッ

井町から麻生を経て米内沢町に至る県道に沿う部

落のうちの一つであるが，西は田圃を隔てて阿仁

川に臨み，東は螢沢山の支脈で，巌松山樹温寺は

その山麓に在るのである＇。その背この樹温寺のあ

ったという山椒沢は木戸石の北にある増沢部落を

対岸に望む擾沢山の沢である。この微沢山には山

椒沢と並んでもう一つの巌松沢という沢もあるの

であるが，後者の巌松沢には寺を建て得る乎地が

ない。一方山椒沢には充分な余地があるのである

が，山崩れのため蟹沢山の西斜面は地層を露呈し

崩れ落ちた岩土は次第に堆＜，傾斜を造つて阿仁

川に迫つている。此処に寺屋敷と称する地所があ

るが，現在は畑となっている。里人の語るところ

... 27,ll= 

によると，昔阿仁JiiのJII岸近くに温泉があったこ

とを聞いたことはあるが，＇•その場所ば老人も知ら

なI,ヽ。しかし泉源はこの沢の奥，山麓近い処にあ

ったものと思われるが，恐らく山崩れのため埋没

したものであろうと思われる。翁には，

「・・'...多太良とそいふなる，ぁゃうけの

路をゆんてに朝河わたりて，山椒沢 rまるは寺沢

なといふなる山の峡より越て下田平といふ村はし

に．．．．．」という記事もあって，翁は実際山椒

沢に行ったもののようである。

—山

湯 ノ

本 郡

沢 温 泉

最初この温泉の位趾について日本鉱泉誌を播＜

と，「本村（藤琴村） ＾郡；北部ニシテ藤琴JIIの

上流・-:.位ッ，泉＾村ノ東北隅ナル渓谷中ヨリ涌出

ス，此ヲ距ルニ町余山腹少乎ノ地二就キテ浴場ヲ

構フ，其傍渓上ニー瀑アリ，直下五丈余，夏時快

涼ノ地クリ，道路＾山間ニシテ険悪ヲ極ム」、とあ

るが，現在では自動車が通る立派な道がひらかれ

ている。真澄翁は平（太良）鉱山（銅，・鉛，亜鉛）

に至る途次こよに遊んだものと思われるが，次の

ようにのべている。

「湯の沢とて湯の泉あれと，ひややかなれば，

夏はかり人の来て浴してける，やかたの，軒をつ

らねて，人なくあばれたり。めてなる杜に薬師如

来の堂あり、弓手に不動明王の堂ありけるに入て

見れば，滝の，岩をはなれてたかく落かかり，こ

なたのいはねまてはひのぼりたる藤の，いくはく

としをかへぬらんかし，風情ことに，たきのいと

おもしろし。

藤かつらくりかへし見るいはかねIC

かかるも高き滝のしらいと

川の辺さしめくれば，南馬脳とかいふらんものに

似たる，又いるのいとしろうして，戴子馬脳とか

ゃいふらんにもたくふ石あり．げかつらしけれは砕

て，ささやかなるつとにせり。」

現在この湯の沢の滝近くには農家が二軒，その

奥に不動王堂があるばかりで，薬師如来堂と覚し

いものは見当らない。
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泉源のある沢は浅く，滝の右手（南方）にある

が，湯小屋はない。岩の間から噴き上げる泉水の

高さは 1ocmばかり．，この泉水を樋に導いて下手

の浴槽に流しているが，野天風呂である。

本泉の発見は不詳，秋田県温泉のしるべ（明治

2 7年版）には，今から百余年前に村民弥左エ門

なるものが，浴場を修理して桑を営んだと記して

いる。

なお真澄翁には藤琴村というみやびた名に因ん

だ文章があるが，消略する。

泉質

塩類泉 （泉混98゚ 正） （明 l g) 

弱食塩泉（泉温 85 • l℃） （昭 8 8) 

大柄の湯（湯の前鉱泉）

この大柄（おおがら）の湯は米代Jll北岸にある

常盤という村から常盤JII沿いに北行すること 8Km 

の大柄部落にある。真澄翁は大柄の滝を見る途中

ここに立ち寄ったものと思われが， 「雄賀良能多

奇」には次のように誌されている。

「ここを大柄となべていふ村におりぬ。大杉の

枝葉も見へかぬるまで，藤の真盛ことにやよけん

躊の下陰に薬師仏の堂あり。

堂のほとりに寒泉涌て水硫黄（ゆのはな）の流

れたり，試れは馨石の気あり。これを樋に流し，

ふねにおとして，柴をたき温湯として，田殖へは

つれば人さはに群れ来て浴すといふ。 （天註 此

山に浴そめたりしは慶安，承応〔 l6 4 8~l 6 5 5 

〕）のころ，しるしは紅をいやすと，ところの人

のしかいへり。）日も谷にかくろへば，佐々木八

．兵エといふかもとにやとかりたり。）

まず泉源の所在について述べると，泉源は村端

れで，道路の東側には常盤川が流れ，西側は多少

の田を隔てて山となるのであ不が，泉源は山裾で

田に移る部分からi勇出していて，泉源の上には薬

師堂が祭られている。

涌口は 2カ所，相距ること 2mばかり，泉水は

合して田溝に落ちて行く。湯花は白く，底部の石

や き伏した草ゃ葉を染めている。泉水は清澄，

微かに硫化水素臭がある冷泉である。真澄翁はこ

の泉水を口に含んでみたのであろう，肇石の味．

つまり硫酸アルミニウムか，または緑馨（硫酸第

ー鉄）の味があったものと思われる。. • 

現在は浴舎も浴槽の設備もないが，明治27年

当時には湯小屋のあったこと•それがヽ 0 年前に

建てられたものであることなど温泉のしるべにし

るされている。

なおオオガラという部落名について翁は次のよ

うに記している。

「つとめてあないをたのみて観音清水のほとり

なる家の前をへてしばし行は，河のぺに栖家五六

有るを大石村といふo 清右エ門が家あり，それら

が遠つおやは大柄勘助といふ。」，

つまり部落名が姓となったものか，姓が部落名

となったものか不明である。

泉質

硫黄泉

単純硫化水素泉

（明 lg) 

（昭4,0) 

切 石 の 鍼 泉 （ 塩 の 井 ）

本泉は真澄流にいえば温濤ノ温泉というよりも

むしろ寒泉の部に含まれるものであろう。また本

泉を泉源として入浴を試みたという記録も見あた

らないのであるが，しかし秋田県鉱泉誌 C大正 5

年版）には「誡泉」という泉名で鉱泉の中に数え

入れているので，特に此処に採録した。真澄翁の

「美香幣乃誉路賛」には次のように書かれている。

「切石のやかたになりて，潮の井のありけるを

尋れば，七折山の麓，大倉という所に筒井あり。

これなむ空海のしめしたまふよしを，ところの人

のいひ合へり。もろこしに，いはゆる井塩，地塩

のたくひにして味ひは光明塩にひとしかりなん」

また

「みちのくに海土ならで．，山賤のくむと，大潮

の里の名にいひ流して人みな知れ.l,.ど，かかる山

陰にあらんものとはおもひきゃ」

と驚き，また

「此汐井のあたり，ゃいナしきたつ梢の色，風

情ことに見つ.l,.ありて，

影うつる紅葉はいくちしほの井の



底もしくかにからにしきして

この切石はもともふりにし里にて，遠き世には

嫁沢といひ，なかむかしには船泊の宿といひて，

村はしの処に，やかたのはつか斗在しか•今し世

となりては，七居山のほとりに石エの業すれば，

村を切り石ともはら呼び，神をも吉利石明神とと

なへ奉ると，老たる人の語れり。」

この塩井は滅水を湧出することで有名であった

ものの如く，人見蕉雨著甜鎖語にも膚井と題して

「本朝には甲斐の湯嶋村より産する塩甚たよし，

我藩山本郡切石村の肝煎名左エ門が園にも塩の井

あり海塩に不足なき国ゆゑ人是を問はす」とか，

村の名については，「或とし秋田の道を辿りしに

村老の云へる切石のわたりはまた下にありて家一

軒ならではなかりしわたし守と石匠の生計をなし

と今ほとの家居をなせり，愛を舟宿りの村と呼ひ

て・・・・・」とのぺ，昔の切石は米代JII舟行の舟

驚場であったものが，石材の村と変わり，三転し

て今日のような農山村となったものらしい。

現在この切石には堀さくによった泉源が 2カ所

あって，それぞれ切石温泉，米代温泉となつてい

る。それは兎も角，潮の井は国道から zomばか

り南の山麓にあり，井の直径 o.s m,円形で，深

さ 1.0m,底には小石を敷く。泉水は清澄，泉温

は4,.5℃， 蘭囲には石柵を続らし，雨水は堂に

よって保護されている。但し現在は湧出量が少な

¥,‘° 

潮の井正面には「施主佐藤助五郎 昭和六年旧

四月二十一日」，また「先祖佐藤助左エ門」など

と刻んだ石碑が建てられてし‘るが，皆名左エ門の

後裔と思われる。

本泉の泉買は不明であるが，味うと海水程度塩

辛いので二次大戦中本泉を煮つめて塩を採ったと

いう。塩辛さは恰度森岳温泉の泉水程度であろう

力‘°

湯花はなく，硫化水素もない。距離としていく

ばくもない切石，米代阿温泉は弱食塩泉である。

八森 湯の 沢の 湯

温泉は沢に湧きやすく，また温呆の湧く沢には

-~Sl-

揚の沢の名称が与えられることが多い。

県内だけでも場の沢の名称のある沢は十指に余

る。真澄翁の八森の温の沢もいわれなくして名付

けられたものとは思われたい。しかしこの湯の沢

に温泉の湧出したことは聞いていない。真澄翁の

「雪の道臭」，「雪の出羽路」には次のような記

述がある。

「馬追ひとく至り湯沢の村になりぬQ.....

冬枯の中に訟杉生ひて神さひたる村に寺あり，瀑

布山天竜寺といふ。そのいにしへ河堂村といひて

宝塔寺といひしかありたりしか，天貶七年甲辰

(9 ↓ 4)秋八月，地震大にふりうこきてあまた

のいらか，村の栖家もなごりなう埋れしかは，こ

のほとりより村を温泉沢（ゆさは）にうつして，．

八の森あれば八森とは村名とせり。」

また

「その宝塔寺はいづらや。今滝峯山松源院とて

むかしは天台たりしか曹洞になかれたるあり。験

者は慈光坊，泉長坊，此天滝寺たり“是もむかし

は宝塔寺の末たりといふ。不動堂いと大に作り，

洪鐘に濠布山としるし，山本郡八森別当天滝院と

錆たり。堂の弓手の後に大滝あり，tよなさか斗の

剣をふたふり滝のもとに，ふたはしらの鳥居のご

とくたてたり。落来る滝の頭に小祠あり，又紫銅

の不動あり，朽木のごときもの立てり，これなん

そのむかし圃仁の作りたまふをこいにをさめたり

しとそ。」

また

「滝の明王堂にまふてんとゆみての径を行に，

鋤かたけたる女の「八森の母爺のとんけの八重桜

村は八森，葉は能代，花は久保田の城と咲く」と

声おかしう山唄といふものをうたふ」

翁にはその他にもいろいろ書かれたものもある

が，湯の沢といつても温泉湧出のことには触れて

いない。

八森の北方，棒部落を過ぎた滝ノ間には温泉が

あり，八森温泉と称している。本泉1江昭和 8 2年

袴田久之助氏が堀さくによつて得たもので，泉買

としては含石背・茫硝・弱食塩泉である。また薬

師の山の中腹に堀さくを試みて冷水を得ているが

温湯には成功していない。更に南となった塙村の
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坂形には大湯ノ湯または即効泉と称した冷泉や，

更にまた向能代浜には能代混泉などあるが，これ

らは真澄翁とは関係がないことである。

'. 

梅内温泉

岡見知愛著「六郡々邑記」 （享保十五年磁さん）

によると，種梅村は種村と梅内村と二つの村であ

ったが，後に合併したものである。大体この村の

部落は米代川の支流種梅川に沿つて発達したが，

梅内は当時戸数が 6 7軒であった。いつの世から

か温泉が開発されたか不詳であるが，その泉源は

今は村の西端れの田圃の中で，南の山裾にあるの

である。真澄翁は大柄の方から山越えをして種梅

川上流にある岩坂へ出たものである。その紀行文

に，

「錬子沢（馬子台，または馬子岱か），土呂野

木（今の泥ノ木），大淵（昔の大畑），田野沢

（今の田ノ沢） ，源助（源助田）なといふ処を経

て梅内といふやかたになりぬ。中昔こ上に湯泉あ

りてその名湯目内とこそいひつれなと語る。」

泉源はこの梅内の筒ケ沢に現在もあるが，泉源

は 2つ，そのうち主泉の泉池は 1.sx1.om,深

さ o.7 m,板で囲まれ，その上に浴舎と浴椿があ

り，湯守はいないが村人の欲すれば各自薪を携え

来て沸して入湯をしている。

他の一つの泉源は主泉から lO mばかり離れた

田の中に湧出，泉水が田の面に流れないように長

方形に畦作りしている Co.7 X o. s X o. s m) 。

両泉とも泉池の底部からガスを噴出し，硫化水素

臭が強よい。泉水の触れるところ白いが，硫黄を

主成分とした湯花であろう。

泉温 1 9 ℃ （気温 23℃)。

泉質

アルカリ性塩類泉

単純硫化水素泉

（大 14,) 

（昭-:1,1) 

かう か （ 合歓）のはらの湯

温泉に附随して竜神や水神，さらには稲荷を祭

つていることは秋日県内でも少なくない。真澄翁

の椎ノ葉集の中に，「さよむしろの神ー一土崎湊

北なる飯嶋村の岡の松原に鎮座る稲荷の御神」と

あるが，この稲荷の御社は現在でも松林の中にあ

るが，そのうちの一本の太い松の根方からとくと

くと泉水がとめどなく湧出している。この泉水を

沸かして温湯に利用しているが「松根湯」である。

この松根の湯の発見にからむ口碑にはこの稲荷社

が出て来る。これから述べようとする大森のかう

かの原の湯も稲荷と関係があり，また竜神とつな

がりがあって兵味深い。真澄翁の「恩荷能春風」

には次のような文章がある。

大森のかうかのはらに，ささやかの鳥居を立て

木の根を祭る。ゆゑをとへば，去年なん，出戸の

村人眼疾るか行まよひ，こいつ水もてひたにあら

ひつれは，いささか温器のかほりありとて人のさ

はに来集り，やまうどの汲もていたり，己々か宿

にて，ゅひかせなとしるしあるちふ。堀出し木の

根は湯の神となん。海代になりつ。」

と記している。すなわち此処では木の根が神と

なっている。しかしこの神を尋ねてみるとまた不

思識な信心に気付く。

元来この大森稲荷の大森という地名と，かうか

の原のかうか（合歓）とはどんな関係があるのだ

ろうか。真澄翁の「雪の道奥 雪の出羽路」の砂

留の松林の項 9’こ次のような記事がある。

「宝暦のころ (1751~1764),こ上に住む

白坂新九郎，鈴木助七郎といふ二人の武士，かく

なん公にうたへまをして，あまたの人を促して沙

留に松をひしひしと植させ，後又般若山の尾ごと

に，ぐみの木，かうかをも人々植て，風つよく四

方にたちても沙吹来うれへなけんと，その功をお

もふぺし。」とか，また「河のこなた大森てふ処

へ落合の浦人も越へうつり来下，そこも亦野代の

浦といひたりけん。」などを見ると，現在稲荷社

の在るところが大森という所かとも思われる。し

かし其処は能代市の後谷地という場所でもあるの

でその異同は不明であるが，砂留めに植えられた

合歓の木だけは数多くあったため「かうかの原」

などといわれていたのではなかるうか。

稲荷の社は砂丘の上にたつているが rその 3 0 

mばかり手前（東）に八大竜王神が道の北側に祭



られている。このささやかな祠の前に究銭箱があ

るのであるが，それが竜王の祠に比べて不釣合に

大きい。その史銭箱の裏側に径 8 0cmばかりの水

甕が地上すれすれに埋められ，甕には水が満々と

湛えられている。この水豆は御手洗水でないこと

はその位置によってわかるが，その甕と祠との中

間には二本の松の木があり，その根元に枯れた木

の根が立てかけられている。また稲荷社前には石

彫の狐が多く立ち並ぶのであるが，この狐にもペ

ンキで色塗られた枯根が供えられている。これら

のことは一体何を意味するのであろう。

真澄翁の眼にとまつたものは木の根であって，

稲荷でも八大竜王でもなかったかも知れない。し

かし「大森」という以上は稲荷大明神のことであ

るから，八大竜王は後世木の根の神意をはかつて

人々が祭ったのかも知れない。砂丘地帯には時と

して地下水が湧I,ヽたり，消えたりすることがある

もので，このかうかの原に程近い麒麟ケ原には明

治の頃養老泉と呼ぶ温泉があったが，いつの間に

か泉源がかれ，大正 15年には廃棄している。か

うかの原の神湯もいつの間にか甕の水と変つた訳

である。

南 秋 田 郡

涌本の湯

現在男鹿市脇本には温泉はない。ワキモトは涌

本，涌元などの文字を当てたり，それに温泉の社

などがあるとなると，昔脇本に出湯のあったこと

を推定してみたくなる。真澄翁の「恩荷奴金風」

の中の脇本の条に，

「温泉の社といふあり。遠きむかし•いよのゆ

げたのことくなへにふりうこもちて，今は温濤の

絶へにき。ぅべ涌本の名そしられたり。」

とある。湯の絶えたのはいつの時代の地震であ

ったかわからないが，語り伝えられ，また温泉の

社のあることは出・湯の実在が思われてくる。すで

＇』に述べたように現在脇本には温泉の湧出はない。

しかし鉱水としての規格に入らない清水の湧出す

る所が 2,_aあるが，いずれも温度がない。これ

らは温泉の老化というよりも，「涌本の湯」と全
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く別のものかも知れない。

湯本温泉

現在，男鹿半品のところどころに温泉があるの

であるが，そのうち主たるものほ草木原の濫泉と

湯本の温泉である、最近堀さくによって戸賀湾9、こ

も湧出したが，金ヶ崎，笠矢のものは自然瀕出で

ある。その他のものは殆んどが冷呆である。真澄

翁当時には堀さくによる温泉湧出ということはな

かったのであるから，湯本の湯は当然自然湧出で

あった。翁の著「恩荷能春風」には次のようなこ

ことがらが書かれている。

「温泉源とて温涵 Cいでゆ）の館舎（やかた）

のあるにいなんと野村を出て山路ゆく。弓手の苗

代もゆる岨に，その梵字なからは消へて地蔵大士

をきたみたる下に，後円融院の，永和 C18 7 5~ 

13 7 g)のはしめのとしのなかいたる碑のありき。

さるゆゑにや，地蔵坂の名にしおへり o 温活のも

とになりぬ。湯の味ひ鴻して緑砦の気あり。」

これには翁の描いた絵があり，その一隅に

「温濤とて浴舎のならひて十あまり五六もやあ

らん，その高き山坂をのほりて馬手に内外のみや

ところ，弓手に妙見菩薩の堂あり，坂上田村麻呂

祭り・・・..さりけれと文禄のとし（ 1592~1

5 9 6)届濯して焼たり・・・・・享和のとし (18

0 1~1 8 0 4,)・・・・・堂いと新し」と書かれてい

る。

今此処に男鹿市船越町出身の鈴木平十郎重孝

（文化 8年ー文久 3年， 1811~186 3)の著，

「絹諦」から湯本に関係した部分を抄録してみる

と，

「湯元（湯本）村には亀尾山常楽院（山伏除地）

があり，妙見と云麓の山の崎にあり，今この所に

移す。温泉も亦たこの所に出す，其後地展にて温

泉絶す。今又出つ。この村大同二年 (80 7)に

始まると云，肝煎渡部市右工門，山伏常楽院開基

の村なりとそ」と述べ，また妙見大菩薩について

は里語として，

「当社は田村将軍利仁公の建立なりと云，延暦

十八己卯年 C7 9 1)奥羽の夷征伐の為勅命を蒙
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｀．．り同十九庚申年当国に下向あつて悉く夷を退治し

七日の間当所の温泉に軍労を養ひ当社を建立す。

大同年中 (806~810) の建立と旧記にあれと

も非なりと云へり。利仁公奥羽へ三度下向と云」

と記し，温泉の由来，現状については，

「文化七庚午年(1810)地晨の時温泉絶へけ

れとも四五年去りて出たり。又天保年中 (1830

~18_44)地厖に絶たれとも湯尻の浜字笠谷と云

処へ涌出て，三年過て元の所に湧出たり。是偏に

妙見の加設なりと云。」

また，

「小屋一軒，二間四間余，湯壺三ヶ所あり，疾

小癒に妙なり，春秋群集せり。」

と書き綴つている。時代が更に降つて明治年代

になって男鹿の湯本の湯について霞かれたものは

数多いのであるが，そのうち二，三を抄録してみ

ることとする。明治十七年には狩野徳蔵著「秋田

雄鹿名勝誌」があり。

「湯本村は渡部平右エ門と山伏常楽院との開く

ところにして圏村（一村）皆二家の支族なり，系

図古書等は無けれとも旧家たり，此村の温泉は県

内一等の湯なり，正保二年 (1645)に佐竹藩主

鑑照公萬治元年 (165 8)に同じく徳雲公の入浴

せられし事あり，又亀田藩主にも来浴せし事あり

て渡部氏は其時々宿せし由なり」。また「星辻神

社は湯本村に在り，昔は亀尾山妙見社と称す，祭

神は天御中主尊なり，人皇五十代垣武天皇の御宇

延暦年中坂上田村麿勅命を奉じ官軍を率て賊魁大

滝丸を征伐せし時に賊勢猶獄，．．．．・文禄年間

(15 9 2~l 5 9 6)雷火の為に社堂焼亡して神宝

古記等も焼失したり，五十余年を経て慶安五年

(1652)に至り社堂再建，・・・・・又八十余年

を経て享和二年 (1802)（年数があわない）再

び雷火に焼かれ，神体は村民助十郎なるもの守護

して山門に移せり，此より後は社堂も仮の普請に

て旧に復すること能はず・・・・・。一書に当社の

神体は極秘像にして世に確知する者なけれとも，

伝ふ所に依れば足に自蛇緑亀を踏み，左手に速花

をささけ，右手に壌矛を携ひ，七濯の円光を戴け

りと。」

他に後醍醐帝の御歌二首，阿部実季が奉納の太

刀の記事などあるが，それは消略する•狩野氏は

更に亀尾山長福寺常楽院に関して次のように筆を

運んでいる。

「本妙見社の別当職なり，本名は平賀氏ヽこして、

其先は田村将軍の家臣なりと云ふ，当社勧進の時

に別当となり，爾来連綿として其職を奉し，佐竹

藩政中には近傍十四箇村の霞職（かすみ）を務む」

その他この湯本には昔三箇寺のあったこと，今

は（明治当時）五輪塔や井跡などあったことなど

記している。

その後二年経た明治 l9年版日本鉱泉誌には，

「湯本鉱泉」としているが，当時の状況として，

「源泉ノ傍浴場ヲ設ヶ湯槽三個ヲ置キ甲槽二盈溢

スル者乙槽二移リ又丙槽二通シテ遂二溝渠二流出

ス別二湯戸ナク浴場ヲ以テ十七戸ノ共有卜為ス」

とあって，全く邸びた湯治場風景が偲ばれる。

明治 2 7年となると西宮藤毅の著書「秋田県温

泉のLるぺ」があり，多少変ったところもあるの

で，それを録してみると，

「大同年中田村将軍東征の頃今の湯本村字隠台

と称ふる所に妙見の社堂を建立せしが，其功徳に

より監水化して温泉となり入浴するもの百病尽く

癒ゆると云，是荒唐の妄説素より信を措くに足ら

ずと雖も，田村将軍の家臣平賀某なるもの永代本

村に居住し，今の常楽院なるもの現に其苗裔tより

と云に依れは本村の創立蓋一千余年前に在るもの

ならむか•宝永年間 (17 0 +~l 7 11)に至り幕

府に於て浴場を構造す，後三十年9こして大地震あ

りし後湧泉の通路を失し，十五年にして村民再び

之を発見す。幕府賞するに銀若干を以てせり，爾

来一村において之を営棄せしが，元文二年C173 

6)十二月より又森符普請となり，当時湧出所三

ヶ所ありしか明和四年 (1767)正月の地震にて

ニヶ所の湧出を止む。安永九子 (l7 8 0)の六月

又屡するあり，是より混泉の通路全く絶っ，然る

に天明の末年 (1788) より又漸々湧出す，頭来

税金を納め旧屋を修繕し，営業伝へて今日に及び

浴客年を追て益々多きを加ふ。」

以上述べたように湯本の湯の草創は遠い昔にあ

ること，初めは渡部平右エ門と山伏常楽院によっ

て開かれたが，後には十七戸の共同所有となり，

一
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現在は二人の個人経営となっている o 適応症の挙

げられたのは後世のことで，泉質についてのべた

ものは真澄翁だけで，塩辛くして緑碧の気がある

とみた，つまり食塩と硫酸第一鉄の存在を認めた

のである。

泉質

含塩化土類弱食塩泉（福の湯） （昭 80)

単純温泉（暢神館） ．（昭 36)

炭酸泉 （明 19)

草木原の温泉

真澄翁の「小鹿の鈴風」を縦くと次のようなこ

とが誌されている。

「温滸末山の黒崎（現在の西黒沢ではあるまい

か）にいと近う至りて臭梧桐原とて旧地（ふるき）

温泉のありたりし処あり。」

とか，また

「こと処には山臭木といへと此あたりはもはら

久差吉（クサキ）とそいふなる。」

現在男鹿温泉郷としての主力はこの草木原にあ

るのであるが，草木原自体は松杉を交じえた雑木

が群生して樹海をなしているところで，翁は臭梧

桐にこだわりすぎているように思える。また古く

温泉のあった翁の記載は全く尊重すべき記載かと

思われる。何となれば湯本の湯については多くの

文献があるが，草木原の温泉については，その記

載を知らない。新しくは日本鉱呆誌，秋田県鉱泉

誌にも現われていない。堀さく後温泉分析を行っ

たのは昭和 2 4,年である。現在泉源 8カ所，ホテ

ル，旅館立ち並び，一大温泉郷をなしている。

泉質

土類含有食塩泉

含土類弱食塩泉

弱食塩泉

含土類弱食塩泉

（昭 24,) 

（昭 Sl) 

（昭 34) 

（昭 3 6) 

笠矢の湯

この笠矢の湯については沿本温泉の条ですでに

触れたのであるが，翁の「小鹿の鈴風」にはなお

次のような記事が読まれる。

「此姐畑 C草木原附近）を下りて海へたの笠矢

といふ処に温泉あれと潮もひとつにうちあふれて

ひゆるなりとぞ」とか，また

「妙見山の温泉は止りて笠矢の崎にいやましに

涌づるなと人の語りき。」

などと記しているが，恐ら:<真澄翁ーは笠矢の湯

を実際に見たものではなさそうである。

本泉の湧出場所は草木原の湯（石山温泉ともい

う）の北方で，海蝕断崖の下である。泉水は岩の

間から湧出しているが波打際との距離が 2~8 m 

にすぎない。従つて波の荒い日は泉源も潮をかぶ

るので危険であり，また余地がないので浴槽も浴

舎もない。泉水透明であるが，附近の岩や砂を褐

色に染めている。硫化水索臭はない。

泉質

含重曹弱食塩泉 C34,゚C) （昭 3 4) 

田屋沢の湯

真澄翁の「箸廼金榛棠」のなかに次のような

記事（絵の中）がある。

「大久保を出て元木の村を経て田屋沢といふ処

の山に登り，弓手の方虻川竜毛の沖の松竜馬の池

あるは槻の木のやかたに舟橋やかたなとを見やり

ひらきの沢の小滝といふあり，姥石といふあり，

むかし柴折の女の此石にうたれてうせぬ，その霊

を神と斎ひ・・・..その沢口に温泉あり，きはめ

てぬるし，味鴻にして眼あしきにいとよけん。」

翁は恐らく標高 5 8 mの田屋沢の丘に登り，北

には虻｝•II の村や竜毛の部落や社を眺め東に眼を転じ

じては荒長根，槻木の村々，遠くは船橋の辺まで

望んだものと思われる。

田屋ノ湯は現在でもあり，かつては（大正 5年

頃）蛇ノ湯などと称したこともある。泉源は丘の

麓にあり，泉池の東側には竜神を祭つている。浴

舎は通路を隔てた北側にあって，この冷泉を沸し

て浴用に供している。湯花などなく，また臭気も

ない。ただし呆池からはタンサンガスと思われる

気泡が噴出するが，泉温は l2℃である。

本泉の発見は不詳。明治 3 2年初めて秋田県統

____ 
――
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計書に現われた。なお本泉の京奥には堀さくによ

る一泉があり，バリウムの多いことで有名である

が，翁の記事とは関係がないので消略する。 ． 

泉質

含重曹弱食塩泉

小倉鉱泉

小倉は旧内川村の一部落である。真澄翁の「雪

の山脇え」には次のように記されている。

「なめて此あたり近き村々は，小倉，湯ノ股，

洩見内の温呆，又大馬ノ沢といふあり。」

こ.I..tこ挙げられた地名はいずれも富津内川の支

流内JIItこ沿う部落で，昔内川村といったところで

あるが，現在では五城目町に合併されている。

小倉鉱泉の泉源は小倉部落の沢口で，五百刈と

いう所にある。浴槽，浴舎は小川を隔てた北側に

ある。

発見年月不詳。翁の時代にはなかったものであ

ろう。

呆買

単純硫黄泉 (l4. 5℃） （昭 3 9) 

浅 見内の温泉

（昭 a6) 

本泉は五城目街道から内）IItこ沿い北上すること

約 5Kmの地点にあって，現代ではバスの運行もあ

る。秋田県温泉のしるぺには次のように誌されて

いる。

「発見の年月は今得て知るぺからずと雖も，今

を距る二百六十年以前正保年中 (16“ 41-1641 8) 

該地鉱泉あるを以て免税地となりしこと古書に存

するものあり，故に発見及び開場は此以前に有る

ものとす。文政三辰年 (1821)の改正より若干

の税金を納めて営業す。該泉は較温度あるが故に

熱泉を得んとしエ人をして開塾せしめたることあ

りと雖も下底磐石且つ他水の混入するあるを以て

成らずして止む•土人言う湯越山は往昔硫黄山な

りと，蓋し近傍の連山多くは 石を以て成立する

ものなれば其浴法等は中津又の湯（鶴の湯，また

は滑多羅鉱泉）と異なることなし。」

1 5 mばかり東で，小学校の裏庭にあるが，浴場

は道路を隔てた北側の低地にある。

温泉場は時代による盛衰があり，真澄翁時代の

俳人吉川五明（久保田の人，那波三郎｀て門祐祥の

五男，了阿，小夜庵，虫二房，鶴頭斐などの号あ

り） （1733-1803)は当時の湯小屋の模様を

次のように書いている。

「此沢は四方山かこみて一筋の細川眼下を過＜

ーとつらの湯小屋はあやしき木の皮にて屋根葺き

覆ひ庇はところ朽ちておもしの石も漏るはかりな

りけりバ場に通ふものの様を見れは柴刈る女民焼

．くをのこゑひす交りにして更に言語さへ耳に入ら

す，

月をまつ東はいつく翌檜 五明」

という有様であった。温泉場の不潔は困るが，湯

治には必ずしも豪華なホテルや旅館を要しないと

思う。本泉は現在は浅見内の湯，薬師湯，湯越温

泉などといわれ，浴舎も薫洒である。

泉水は微温，硫化水素臭が著しく，湯花は溝に

析出して黄金に輝いている。

泉買

硫黄泉

塩類泉

ヽ
ノ
、
ノ

9

0

 

l

l

 

⑥

5
 

秋田市の温泉 ・

市町村合併によって旧秋田市に隣接の部落が多

数秋田市に繰り入れられたので，かつて南秋田郡

中にあったものを都合により此処に加えた。これ

らはいずれも旧秋田市になかつたものばかりであ

る。

湯沢の湯（添JII) 

昔の添川村には三本松，湯沢台，湯ノ沢という

三つの部落があった。そしてこの沿I沢には湯沢

山乗福寺（正観音菩薩，如意輪観世音の二菩薩）

と混泉大明神とがあった。

菅江兵澄翁の文によると，

「湯沢村に温泉あり。温泉（ゆぜむ）大明神，

祭事夏祭四月八日，八月八月を秋祭とせり。此村

一
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の此社は兵享元年 (1687),此村の忠兵工とい

ふものの夢のみさがに温泉あるこどを知りて一9そ

のとき斎奉りし神也といへり。」

真澄翁が仁別まで行く途中湯沢の村人から由来

を聞きとったものであろう。昔佐竹藩主（義処）

も元禄のころ狩猟の途次しばしば入湯したことが

記録されている。

現在本呆の泉源は添Jll湯ノ沢の沢口にあって，

田と山裾が接した場所の石の間から泉水が湧出し

ている。現在湯ノ沢の樹相が附近のものとやや異

つていて，寺苑のあったことを想わす。右手の丘

の上には小祠を斎るが，湯の神であろう。

泉池は 1m乎方，深さ 30cm，周囲の草に蔽わ

れているが，泉水は透明無色，微かに硫化水素臭

が漂う。気泡の噴出もなく，湯花もない。泉温 l

6 ℃ （気温 81℃)。湧出した呆水は田溝を沿う

て流れ，遂には湯ノ沢J:Iに注ぐ。

真澄翁の「雪能哀呂智泥」には焼山平，中野目

の観音，濁川邑，活川邑，湯沢邑，天館と見亘し

たこと，また絵には「地蔵台は蔵王台を訛りてい

ふ辞にや三尺斗の石に蔵王植現のみかたをきたみ

なせり，此石の背に湯沢山乗福寺鎮守也，宝永三

年 (1706)仲冬日とありき，此したつかたに寺

跡笹生のうちにあり」と記されている。

現在の乗福寺は探JII本村と湯沢との中間にある

旧城回にあるが，移転前は褐沢の長田という処に

あったもののようで，恰度湯ノ沢沢口の左手には

現在でも地蔵堂があり，また湯沢川（幅 1.5 m) 

に架る橘の名が「お坊さまの橋」であるo 寺苑で

あったと推定される場所には現在農家が三戸建て

られている。移転は宝永四年 (170?)丁亥夏五

月という口碑である。

なお本泉は近年まで泉源から竹筒で引湯し，明

治4,2年頃には「鶴ノ湯」と称した由である。

泉質

弱塩類泉（冷泉）

神（ シン 9ヽ ノ湯鉱泉

（明 4 l) 

本呆に関する真澄翁の紀行は「雪能哀呂智泥」

に書かれている。翁は 4愛染明王堂，愛染村，中
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里なといと多かれと，tょべて道川村といふと記し

また絵には温泉舎，傘松，雌滝，神明山，太師坂

曲田山村などが鳥廠図的に描かれている。愛染部

落は道川村の支郷であろうけれど，添川村から山

道4,Kmばかりで到り得る。

泉源も浴合も道川神社石階の手前にあったもの

のようで，現在では林となり藪原となっている。

道川という川が石階を涵さんばかりに流れている。

道川神社の石階を 9 8段昇ると右手に愛染明王の

石像が立ち，更に石階を 54,段上ると道川神社の

社殿がある。神（シン）の禍という呆名はこの神

社に由来したものであろう。

秋田県温泉のしるべによると，「源泉は山麓少

平地池中より湧出す，山林四面を囲み，渓水（道

川）浴場に接して流れ，景致幽爾にして紅葉の季

節に至れば殊に風景に富めり」と叙している。現

，在，泉源と思われる池は窪みになり，たまった水

の面は静かで，泉水の湧出も・ガスの噴出も見られ

ず，また臭気もなく，泌花らしきものもない。

本泉の発見年月は不詳，．ただし浴場の開設は古

＜，今から 3 5.o年前の元和寛永の頃といわれて

いる。明治上期の湯客数は年平均 8.0人という程，

度で，また明治 3 2年頃までは一時「明治／湯」

と称したが，大正 ll年には廃業している。

泉質

滝

硫黄泉 (5 7F゚)

弱塩類泉

（明

（明

ノヽ

r
)

9

2

 

1

3

 

ノ 下鉱泉

真澄翁の「筆のまにまに」七巻には「ゆかのふ

る寺」と題して次のような気塊のこもった文章が・

あり，その一部を抄出してみると，

「出羽ノ国秋田の郡新城荘湯香ノ賄（今湯ケ暁：

といへる地也）村に滝あり。阿遮羅明王鎮座。そ

の寺を滝本不動院といふ。いにしへより盪濤とこ

ろどころに湧出して，病客多く群集りて，入浴せ

し山里也。弘仁天長の頃 (810~834,）ならむか

円仁大徳，奥羽すきやうのとき・，大徳．，此温泉に

沐浴し，身もきょまわりて，御像三寸斗りなる大

聖不動明王を一刀三礼して刻たみて，ささやかな

ー
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る堂を巌の上に建て礼拝ぬかつき給ひし処となも

しヽ ヘる． ．．．．・此出羽国は延長天鹿 (92 8 ~  

9 4, 7)のころの大地動にふられて山々崩れとも

に埋れはてて温泉もいにしへさまにはあらさるヘ

し。今は水混て半暖半寒に涌化りて，近き世とな

りては湯魚（ふろ）ゆげたに造りて，少熱湯を汲

み入れて，煎湯浴（ワカシュ）なれと，寿覧（ア

シナヘ），脚気，狂気，癒痣（カメ＾ラ），淋病

なンど愈事多し。此不動明王も風雨雪のために，

いくたひとなく荒類て，御正体も朽はて給はむ事

を恐て，享保二年丁酉（ 1717)八月，かの慈覚

円仁大師の作り給ひしといふ。不動尊の霊像は，

いといとささやかなれば，久保田仏工喜平治恒信

（中通町の良工なり）と云ひて名誉の工あれば，

此ノ仏工に＇明王の尊像を作らせ，三寸の尊像を

此度作れる尊像の腹内に造り秘蔵奉る也。此秋田

郡笠岡村宇佐美正介源正安，御堂清浄に作り寄附

てこのコ化十四年丁丑五月九日，不動尊を遷しす

ゑまつれる也。此温泉に入浴する人らのみなそれ

ぞれに験をうることも尊き明王の霊徳ならむ事を

恐み，再礼奉るへし。 ・・・..そもそもこれは，

いにしへ綸迦寺の旧地ならむかし。三代実録十三

ノ巻二，清和天皇ノ御世，貞観条に「貞観八年

(8 6 8) 九月八日庚戊，以出羽国蓋迦寺，預之

定額」と見えたり。その菊迦の古寺在りし地にこ

そあらめ。 ・・・・・滝あり，此滝に三奇あり。一

には夜な夜な更て天燈降り，二には洪水ときも身

を溺る人なし。三ツには更て鶏鳴ケば，鶏鳴の滝

ともいへり。」

翁は三代実録に記された出羽の国の茄迦寺を尋

ねあてた喜びを述べていると同時に，絵迦寺があ

ったればこそ湯ケ股の地名があるのであろう，そ

の証左として更にた上みかけて次のようにも述べ

ている。

「いにしへ，其琺迦寺のこ上に有りつるゆゑを

もて，由伽万多の名やあらむ。湯香股は本卜絵迦

寺派（マク）ならむを，いつの世よりか寺てふ字

る地ならむ。」

真澄翁のいわれるのほ，湯ヶ股という処は所々

にあるにしても，この湯ヶ股は他の湯ケ股と違い

莱迦寺があったればこそ湯ケ股の名が生れたので

あるということである。

本泉を訪れるには秋田市の上新城の五十T，そ

れから湯ノ里へ出て，此処から東行約lKmで到り

つく。多門天の堂跡，ー王寺（湯ヶ股から約4,Km 

藤倉の近くに市王寺跡がある。）など不明である

が，滝は健在である。滝は左右二条，その中間の

巌上に不動堂と覚える滝本神社がある。泉源は 2

ヶ所で，そのうちの 1泉は右方の滝に近く，湯ノ

又川の川岸の岩の間から湧出し，硫化水素臭があ

り，川底などの石を白く染めている。た.l,.し川水

が絶えず混るので特別の工作をしないかぎり泉水

を汲み出せない。また浴槽も浴舎もないが古い寺

苑を想わす閑寂の地である。しかし昭和 l5年頃

まではときどき利用があったもののようである。

泉買

硫黄泉 （明 l9) 

塩類泉 （明 83) 

一平鹿郡

湯ノ沢温泉（大森）

本泉は現存する温泉である。真澄翁の「ゆきの

いでは約乎鹿郎二巻中には，大森村（現在の大

森町）には井戸が沢があってその沢には剣ヶ岬の

古城山があるのであるが，寒泉が涌出ている。昔

この寒泉は小野寺孫五郎康道の要用水であったと

いうことの他に，「湯野沢といふ処あり。そこに

むかしはよき温泉のありしが，今はいといと冷か

にして水のごとし。こを汲もて，涌かし湯として

浴る人もありといふ也」と記している。

本泉の発見年代は不詳。泉源は旧大森町の中心

から東北方へ約 lKmI剣花山の北隣にある湯の沢

にある。冷泉 (l0℃)で，これを沸かして浴用

の省略となへて，とし久しうさは云ひ伝へて，今 に供している。

ゆかまたとこそいふなめ。・・・・・此処に座る多 泉質

門天も，其寺ともの有りし世に斎ひ祭りし像にや 含食塩石膏泉

あらむ。またその一王子の跡といへるも，いとふ

（昭 2 4,) 



ー一雄勝郡の温泉ー一—

湯の原温泉

温湯が湧出すれば其処に必ず湯ノ沢，湯沢，湯

ノ岱，湯ノJI['場ノ原などという地名が生まれて

来るのであるが，現在の湯沢市も例外ではなI,ヽ o

もっとも現在の湯沢市はもと松沢村と湯ノ原村と

の二村であったが，湯ノ原村の発展に伴い，二村

合併して湯沢町となったという（湯沢郷土史）。

湯の原の温泉はずいぶん古いものらしい。口碑

によると，今を距る九百年前の応徳年間に七人の

浪士がこの地に来たが，連日長途の旅に心身彼労

し，日暮宿舎•もなく，辛うじて一山を越えて広野

を訪復するうち•一小泉に星影の映るを見たので

一行走り寄つて渇を癒やそうとしたら，それが微

温湯であつたo

これは恐らく霊泉であろうと，試みに足を洗え

ば連日の疲労が忽ち治つたので，一行はその夜そ

の泉の周囲に眠った。更に一行の首長甚兵工が，

また神人を夢にみたので，そのお告げに従I,ヽ早速

居住の計を樹て，ー屋を結んで七人が同居し，ま

た社地を卜して稲荷の本尊を安置して，その地を

湯ノ原と呼んだという。

真澄翁は山形の酒田から秋田の象潟に出て，矢

島を経て出羽山脈を横断し，西馬音内から湯沢に

出た。真澄集「胴田濃刈寝」の中には次のような

文章がみえる。

「霜降月のなかば，湯沢（いにしへ出湯ありし

といへり• I,ヽまも山はたけの畔より湯いつるとこ

ろあり。かくちといふ，たはこいつる里也）のう

まやに行は，雪は五六尺にあまりて，かた址し谷

なとをのそむかことくおほへたり。」また，

「四日。湯沢のうまやにまかりて，山田なにか

しといふ人のやに・・・・・。」

「この日，新金谷邑といふところにいきて高橋

氏の家にとまりて，湯沢のうまやなる長谷寺に住

給ふ万明禅師にまみへたり。」

以上のように真澄翁は温泉について多くを記し

ていないのであるが，現在湯沢市で温泉の湧出し

ているのは専ら湯ノ原界隈である。湯ノ原の東北

方には御嶽（ミクケ）山と湯ノ神山があり，西南
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には金泉JIIが流れて，温泉は平坦な地から湧出じて

いる。御嶽社（保延年間， 113 5~11 t, 1年以前

の創立）記には，西南の麓に一の温泉湧出す，伝

へて御嶽の御手洗湯と称すとあるという。

また秋田県温泉のしるぺには「其東方にある山

を湯ノ山と称し，又此地を湯の原と字し，湯沢町

の名称も全く之れに基因すと云ふ。」と記されて

いる。近代浴舎の開設は西馬音内の人飯塚氏には

じまったもののようである。

泉温は 28℃~2  9℃，ただ L鉦打沢では冷泉

となっている。もちろん沸かし湯である。泉水は

無色透明，しかし臭気もなく湯花もないが，ガス

の噴出が見られる。

泉買

弱塩類泉 (28℃） （明 2 5) 

単純温泉 (2g゚C） （昭 2 7) 

II (2 8℃） （昭 33 5) 

川原 毛 温 泉

（本泉については次回に報告する）

泉買

酸 性 泉 （明 1g) 

須＇川嶽温泉

（本泉については次回に報告する）

泥湯温泉

本泉は真澄翁の「高松日記」に記されている抒

呂由がそれであり，次のような文章が読まれる。

「此泥湯泉は濁りてさながら 泥水（どろみづ）

の如に涌出ればしか云ふ名におへり。

本湯といふ処あり•本と温湯（ゆ）の峯を天狗

岩とてさまことなる最山也口今の湯本に坂一つ越

へて浴舎ひしひしとならびたちて人とらたちこむ

処也，四月より八月までやまふど来けり。高山は

泥湯峠，茶漉シ森，三挙嶽，赤湯股，山伏森，聾

沢森なんどI,ヽふ嶽ならびたり，行行て西ノ又、東ノ

又，女滝．男滝といふあり，温泉の神，薬師如来
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をひめまつる社也、。」

ーまた，少し前後するようであるが，

「かくてわけわけて泥湯沢の麓になりぬ。湯の

もとに天狗岩とていといと高き岩嶺に松生ひ，紅

葉したるなど，いとおもしろし。此山脚に旧温泉

（もとゆ）とて浅く流れたり。新湯 Cいまゆ）は

小屋小屋多く（乍りて人さはに来集る温泉也。湯桁

はニッたらびありて，今ひとつの屋上より木の樋

に湯を流して，内に滝をおとしたり。こは病人の

頭をうたせ，肩を敲 Lむる舎也。湯の神はささや

かの御社ながら，いときょげに斎ひ奉れり。此滝

川の流に湯も落ち添て荒川とはなりぬ。」

とある。この翁の文章からみると，泉源数は本

湯と新湯との 2泉のように思われるが，数え方に

もよると思う。日本鉱泉誌には元湯，中ノ湯，川

向ノ湯の 3泉となっている。そしてその 3泉の位

爵について鉱泉誌では，

「山間方三町許ノ地二源泉ヲ涌出ス甲乙丙三

アリ，甲ヲ中．I湯，乙ヲ元湯，丙をJII向ノ湯と称

ス，而ッテ甲・ヽ浴場ノ南僅二ニ三尺丘阜ノ傍ヨリ

兌シ s乙 9 甲ヽ ⇒肛Iレ凡面詞泥訟煉，gが巨石ノ下ョ

r i]テ，柄、計iユ摂沈ラヽ点｀こテ甲ジ距ル凡二町余

・；・・ ．：地ョし：uッ，三岳t．火二活渠ヲ通、ンテ湯槽ニ

正人入，．／ •亨四所，客舎改戸アリ」とある。これ

が大正f・f斤．叱田貼鉱泉痣となると，元湯が山ノ

湯となl-;.;•尺の他に「目洗胡あれど未だ浴場を

翌けず’ ん：つて合計 4呆を数えてい和泉・質は

住jれもう＇‘<、：；毬拐 'Kである。

現在山J沿因り出状況はすさ士じく，板囲い

(6.'、.•' .)の←で泥水が激ぎるかごとく沸さか

えつてし，．!,;I nば度を測ると 65 （゚←(.:'こわはガ

スが咬｀交・ろものと思われる。中ノ湯 9よ力升； （1. 

2m2),,'..)板をもつて蔽われていて湧出状況ぼ不明

でゐる力，流出途中から木樋で泉水を面小際に導

いて湯滝としたり，また浴槽にみちびいて浴用に

供・している。J:I向ノ湯（河原ノ湯ともいう）の泉

水：よ清澄でおり，泥湯としての風格はなく，また

湧き激つ ・Lこ，こともない。なお，秋田県温泉のしる

べによ．ると，この泥湯は一時「安楽歿」と称した

こともあるという。当時（明治 2 7年）の源泉数

ほ4で』それぞれ泉質を多少異にしたという以外

tこ，

「第一元湯は泥湯嶽の麓巨石乱散の下に湧出す

傍らを距る十間許りに浴場を設け，小渠を引きて

之を導くに渠中亦温気を発生L流通の間泉熱を減

ずることなし。其東北十尺許りを離れ温気の蒸発

する所あり，息者これにござ筵を敷き・其上に横

臥し，息部を栞蒸するものあり，俗に甑蒸湯（ふ

かしゅ）と称す。第二中の湯は元湯を距る西南百

間ばかりの土中に出っ，雨水の混入を防くか為め

原泉の上に板を覆ひ土を盛て僅かに小渠を引て浴

場に通す。又北六尺にして浴湾場（たきとりば）

と称するあり，近傍二三十間の所に数十の温泉を

湧出す，之を合してニツの懸泉（高さー丈ばかり）

とし，身体を注射せしむる所となせり。第三川向

の湯は中の湯を距る西南百五十間許りにして，岩

窟より湧く，傍ら六尺許の地に浴場を設けたり。

また川向の湯を距る凡そ三十間許りにして一の湧

泉あり，俗に之を目洗場と称すと雖も未だ浴場を

設けず，今三泉の近傍四五町の間温気噴騰するも

の数十．，又是より西方十五町許りにして硫黄山あ

り」と述べている。このように泉名やや乱れ勝ち

であること，温湯，蒸気，ガスの噴出孔など火山

系温泉地では多少場所を異にすることは止むを得

ない。現に甑蒸湯は見当らないのである。

本泉の発見は数百年前といわれ，また文治年間

(1185~1190) ともいわれている。

泉質

酸性泉 (3泉とも） （明 10)

酸性泉（山ノ湯，中ノ湯） （大 5) 

亜児加里性硫黄泉（川向湯） （大 5) 

含砒素酸性緑羞呆（山ノ湯 （昭 27)

酸性緑羞硫化水素泉（中ノ湯） （昭 31)

単純硫化水素泉(JIil原湯） （昭 31)

小 安 温 泉

小安温泉は今の世にも浴客の潤集する温泉蝸で

ぁ：るが，湯治場としての悌をなおとどめている温

泉場とも言い得る。真澄翁の「雪の出羽路」雄勝

郡二には次のように誌されている。

「小安湯本村，畑等の小湯とむかしはいひし也。

・コ



そもそも此温湯の始めは，片脚折る陪のひたには

ぎをあたため、十日ばかり経てはぎつょげにつば

さかろく立夫 Lを，山賤等が見て浴そふよりとな

もいへる。さりければ鶴温泉（つるのゆ）といふ

といへり。近き世までここを小安と云ず小湯のみ

ぞいひつる，河向ノ郷なるを本をやすといふより

今はこ Lををやすと云へる也。元和 (l(I15~1

624)のはじめならむ此に来て，其後七代にして

寛文六丙牛 (1666) 国ノ守にめされて佐藤久蔵

なる人を場守とさだめ，佐藤久蔵を湯左工門とよ

ぶべしと名附たまはりしといへり。」

また小安混泉試功考には，

「温活黒色にして気味誠く，明癖（硫酸アルミ

・硫酸加里との複塩）ありて涌き出るならん。南

風吹て雨を催すときは湯甚だ温く，北風晴れわた

るときはかならず寒（ぬる）し，としとして変化

あり。此温泉は有馬にならび，其功を試みし人又

諸国すぎやうの人のものがたりに脚気，頭痛，手

足の筋引はり，又筋骨いたみ•あるは手あしのび

がたきもの，あしいたみ，腰なやむ人，栢気をい

やし，はらめる女此湯にあたたまりて安産せし事

多しといへり」

と述べて翁ほ小安温泉の由来と効能についてい

る。更に翁は絵をもつて小安の情景を示している

が、その中には小安大温泉，浴舎，滝湯，湯滝，

混泉社，小安大橋，不動明王堂，滝明神，滝見台

明募制舎など描かれている。

翁は温泉発見について鶴の物語をのべているが

翁は「此鶴の湯，鷺の湯といふ名•温濤（いでゅ）

にいと多し，いづれかまことならむ」とも書いて

いる。由来に鶴を拝ぎ出すことは秋田県だけでも

多いし，浴客の信頼度も低い訳であるが，秋田県

鉱泉誌には次のように書かれている。

「浴場の開設は慶長年間 (1596~16 l 5)な

りと云ふ，記録書類は享保九年 (1724)焼失し

詳細は不明なるも，寛文六年 (1666)旧藩主佐

竹義処の弟玄蕃入湯せしこと再度，人馬継立の制

札を渇げ，同十一年奉行多賀谷左兵衛より左記の

如き湯銭定の書付を与へらる，

小安へ致湯治者奉行人上は存寄次第下之町人

百姓より一人に付代物二十文つつ申請湯小屋

-201-

破損繕湯ツボ掃除入念に可仕者也

克文十一年十月二十一日

多賀谷左兵衛‘

小安別当

（註 この湯銭定の書付は佐藤湯左エ門日記から

岱写されたものと思われるが，しかL湯沢郷土史

第 6集上のものと比較してみると，大意は同様で

あるが，文字ところどころ違つており，また十一

月が十月となっている）

ついでにのべると，小安入湯ほ玄蕃のみならず

文化八年 (1811)天桐院佐竹義和もこの地を訪

れている。近野宅兵衛氏政「小安温泉之記」には

次のように記されているという（湯沢郷土史第 6

集上）

「文化八年歳在辛未八月天樹公巡行上郡也，方

舎小安，小人辛承之仮営行館，敬供具，以侍之，

官賞之許永称氏，村下有渓蜜謂不勁滝，怒渦集々

常如i閉稗雷、近臨之則断岸絶壁驚浪湯々，其深不

可測，頓堪戦覚，架危橋子其上，僅便仙台通路耳

公視之賦倭歌日

柚人の通ひ馴れてや谷川の

危き渡る苔の柴橋

亦以賜小人，小人感仁恵之厚及為此地之栄焉。

（以下略）

次に真澄翁は小安温泉の泉質についてのべてI,ヽ

る。これは恐らく翁が泉水を口にふくんでその味

いによって性質を判断したものと思われる。舎密

開宗を著わして日本で初めて化学分析を行った宇

田川椋庵は真澄翁よりも後に出た人物であるから

年代的に言って真澄翁は熔庵の学には触れず，も

しも温泉に関した知識を得たとするならば後藤艮

山か，または門人の香川修庵，山村通庵などの流

れを汲んだものかと思われる。

次に温泉をめぐる村の模様について翁は次のよ

うに述べている。

「番所の栂あり。ここなむ東出口といふ処にL

て陸奥国に山越え行く人を改り。此関舎は本卜小

安村に在りしを天和三年壬戊（ 1688)の夏六月

に市野渡り（小安本村の西北方）といふ山中に移

し，元禄二年己已 (1689)の秋九月湯ノ上ミ切

附ケの沢といふ処にうつしたり，佐藤湯左ヱ門，
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今野宅兵工常番としてこれを守らしめ給ふ也o 」

また

「温泉大明神（内陣薬師）寛文元年 Clll(l1) 

梅津主馬建之，此神は湯桁の （西南方）の山に

座せり，古社はこぽれたる査葺のほくらにして，

その内に古石像のこれり。」ともある。なお御香

所の桂沢への移転は宝永三戊年であったことが

「佐藤湯左ヱ門日誌」に見え，御番所屋敷の広さ

は東西六間，南北拾間であったという。湯左エ門

宅兵ヱ両人が常番となったのは享和元酉年からの

ようである。

さて混呆の泉源というもの，殊に火山系の泉源

は長年月間同一の姿勢を保つとは限らず，あるも

のは滅び，あるものは新しく生じ，また泉水その

ものにも老化現象が附きまとうものである。真澄

翁当時の状況から今日まで維持されるとは限らず

明治二十七年出版の秋田県混泉のしるべには，小

安温泉の状況を次のように伝えている。

「人家二十余戸，其中央に混気を蒸騰するもの

あり，其最も大なる所四間，直に浴場となす，其

傍ら「新湯」と唱ふるものあり，此処に樋を通L

薬師堂山下より冷水を導き温気を与へ又之を地中

に樋して浴場に注ぐ，新湯は温度甚た低く，冬季

之に浴する能はず，又西方百間許りを離れ，元湯

と称ふるものあり，温気発生の所に水を盛り混め

その下流を懸泉として浴客の身体に注射せ Lむ．

又東六十間余にして蒸し湯と称するあり，温気蒸

発の地上に臥して其息部を蒸す」

とあるが，しかし現在は小安の温泉水ほ冷水を

混気湧く所へ注ぐという操作によるものぽ、かりで

はなく，むしろ自然湧出によるものが多いのであ

る。現在泉源としては約 5ヶ所，他に蒸気噴出す

る所が 1ヶ所，合計 6ケ所ということであるが，

時に湧出が弱くなることもある。

泉質

炭酸泉 （明 l g) 

塩頬性硫黄泉 （大 3) 

単純温泉 （昭 2 6) 

＂ （鶴泉温泉） C II 2 8) 

II （新鶴泉） C" 2 9) 

＂ 算乃湯） C,, 3 0) 

｀ 
単純温泉（五郎（乍湯） C,ヽ 3 0) 

川原湯（割湯）

本泉は小安温泉の一つで，小安元褐から約 lKm 

手前に在る。この皆濶川の両岸はこの辺殆んど絶

壁となっているが，JI!原ノ湯は左洋の絶壁から物

凄い湯気と共に噴出するので「大噴湯」の称があ

る。母岩は凝灰岩質の頁岩であるが，熱湯は大噴

湯口から迷るばかりでなく，附近一帯の頁岩の合

間合間から流出する。噴湯の音はさながら遠雷の

ごとく，猛獣の咆膵にも似て恐ろしい。熱湯はま

た絶壁の岩間からばかりでなく，皆瀕川の）［［底か

らも湧出し，川水はために熱湯のようである。試

みに検混すると，場所によっても違うが， 40℃ 

から 5 5℃であった。川下 lKmの間は混く，馬の

水浴に利用されるという。もちろん）［［魚は棲み得

ない。また岩間から流出する温水を引いて河原に

露天風呂が（乍られている(1~3ケ）。

道路からこの河原へ下ることは急坂なため容易

ではない。

其澄翁はこの大噴湯について次のように誌して

しヽる。 • . 

「JII原混泉とてあやうくさかしく深き渓底に下

る。吉野のみたけさうじの鐘掛のおこなひはもの

かは，深き大淵の岸にくだるに二丈斗り，高き壁

の如なる巌の頭をよこさまに螢の這ふがごとに手

をかけ身を縮め，かくして下りはつれば割湯（わ

りゆ）とて湯を吹き出ること三四丈斗り，滝JIIを

越えてあなたの巌にあたりて霧となりて散りぬ。

割湯の巌霰（いわあな）ごとに混気の雲を起して

雷神のひびきして大なる水はぢきのごとく湯の吹

出たり。」

この頁岩は縦ではなく，横に積み重ねられてい

るため，この頁岩の突き出て欠け残ったものを踏

みしめながら大噴湯の直下まで行けるのである。

この大噴湯の漠絶な光景が翁によつて克明に描か

れている。この噴湯の勢い，音響，また混度など

北風の日』南風の日によって差があることは小安

の湯に似ている。

また真澄翁は此処の産物として江土（えづち）



水硫黄の気雑りたる黒き土地） •花紋石，朴木の

湯木履などを挙げているが，現在では見られなI,'

なおこの大噴湯から引湯している旅館は二軒で

ある。

泉買

単純硫黄泉（栗駒ホテル） （昭 a2) 

ヽヽ （小安峡温泉ホテル） （昭 a6) 

単純温泉 （昭 28)

大湯温泉

小安混泉から皆瀬川沿いに更に東南進すること

4, Kmでこの大湯温泉に至る o 途中桂沢測水所前，

桂沢橋，次に大湯沢JIIに架る大湯橋を渡り終ると

右手に増田営林署の事棄所がある。左手の道を大

湯沢JI(に沿つて進むと間もなく大湯温泉の浴舎が

古色豊かに立つている。この浴舎は萱葺屋根の大

厘で，営業廃止のためか無人で廃屋である。此の

浴舎の西側は大湯沢であるが，東の側 1o mばか

り隔てて地獄めいた丘となる。昔の泉源は丘の中

腹に 1ヶ所，麓に 2ヶ所あるが，温泉量が至って

少なく，廃泉の原因と思われるが，蒸気はなお数

ヶ所から噴出している。つまり空ラ噴きばかりで

ある。

現在の泉源は此処から 5omばかり奥で，大湯

沢の対岸（右岸）にあり，其処から鉄管で引湯し

て湯槽に導いてあるが，管理は営林署のもののよ

うである。

この大湯混泉は特に風景に富むという訳ではな

-898-

この記載は明治 27:年頃のことであるが，境在

の状況とはかなり違つていることに気付かざるを

得ない。また，

「発見年月詳ならすと雖も古来処々に噴湯ある

を以て大湯沢と称す。文化年中 (1804,,ooヽ 1818)

小安湯元の住民今野宅兵工なる者陣場台（前九年

の役のとき源義家が衣）！l攻撃の将兵を屯ろさせた

ところ，最近まで牧場であった。この道は宮城県

鳴子温泉へ通じている）開墾のとき併せて温泉場

を開設せLと謂も，後凶饉に遇うて墾田を廃する

と共に浴場をも廃せLと云ふ，明治十八年加藤某

官庁に請ふて分析をなせ Lに果して良成績を得，

此地に居住して泉地を修理L浴室を構へ，浴舎を

建築して浴場を創始せり。」

と述ぺている。今残る大茅屋もその頃の浴舎と

思われる。真澄翁の時代にはもっと鄭びた湯治場

であったろうしい翁の桂沢村の頃には次のような

文章がある。

「陸奥越えの山路大湯の沢にも浴舎あり，湯泉

神ませり，山神ませり，其湯のもとに長月の末か

けて十月なからもきりぎりす鳴き鈴虫鳴く也。」

現在います山神社，または大山神社は桂沢橋を

渡った処に安置され•本尊は石彫女神で手に鎌を

持つている。しか Lこれは後世のものかも知れな

し‘°

なお本泉は明治の頃は小安祖泉よりも人気があ

ったらしく，浴客数が小安で千五百人であったが

大湯沢温泉では五千人であった。

また本泉は不思議にも文人墨客に緑のあった温

いが，昔から文人墨客の訪れの多い場所である。 泉場であったもののようである。

参考のために西宮氏著を引用すると． 泉買

「大湯渥呆は大湯沢川の南岸．須川嶽（一名駒 弱塩顆泉 （明 2 ）ヽ

ケ嶽）の麓にあり，皆瀬川は浴宇の背後を擁して 単純温泉 （大 5) 

流れ（大湯沢JIIのことか） ；崖壁奇巌を露出L, 単純硫黄泉 00 2 9) 

泉声渥汲として琴琵を聞くが如し，故に楼に渓琴

の名あり。温泉の湧出は独り現浴場のみならず．

渓流の沿岸到る所に噴流して渓流為に温度をなす

又路傍の崖霰より熱湯を噴出する所あり，布藪に

米麦を包みに Lて其噴口に蒸すときは少時を経て

熱飯となる。往時行旅の不便なり L時は往浴者弦

に行厨の用を弁ぜ Lと云ふ。」

項湯温泉（杓羽湯温泉）

真澄翁の「雪の出羽路」雄勝郡六には績温泉路

が絵に描かれ，また浴舎も滝湯までも描き示され

ている。同集雄勝郡二には，湯本村について誌L

たついでに「癒湯へ通ふ山路あり」と，いとも簡



7

9

9
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単に記されている。

この捌禍温泉は小安温呆から其南の山中にある・

温泉で，新処（あらとこ）から小安路を外れて山

路を南下する。この山道は大高当山西側の中腹を

進むことになるが，途中西方に桁倉沼など望まれ

る。やがて小安嶽を眉上に仰ぐ頃本呆にいたり着

く。新処から行程6Kmである。小安元湯からも到

る山道もあるが，通行は稀れである。本泉につい

て秋田県温泉の Lるべには，

「振湯（トチュ）温泉は小安嶽の東渓間の中辺

にありて四囲高嶽連接す。原泉三ケ所（日本鉱泉

誌にはニカ所とあり），其最も沸騰する所方三尺

深四寸余，其傍ら五尺位を離れて方二間の湧泉あ

り，之に合 Lて流る o 方六尺余，泉底総て塊石，

阿泉に寛を架して浴場方二間，屋端より流下する

。」

また秋田県鉱泉誌には，

「温泉は山腹の赤土中より湧出す，湧出盛にし

て騰J:す。浴槽ニヶ所，湯滝二，客室数十を備ぶ

などと記されている。

現在初湯温泉の泉源は健在で，山の中腹に湧出

Lて，泉源は 3カ所，中央の泉地が最も大さく，

8 X 4 m，深さ 2m，他は小さく湧出量も少ない

が，ときどきガスと共に噴湯する。中央泉源と，

その西南にある泉源からバイブで引湯 L, 3 mば

かり下の浴槽に湯滝と Lて落とす。浴槽は4X3 

皿ばかり，それに傘状の屋根で蔽い，一方に出入

口がある。浴舎はかつて三棟もあったが，土砂崩

れのため 2棟は大破し，その後復：日せずに今日に

及んでいる。

現在本泉は廃薬中で浴客はないが，明治 l5年

頃年平均凡そ 92人であったというから大いに繁

昌した湯治場とはいえないが，附近には駒繋ぎ場

とか，庭園の跡，墓地などがあり，昔日繁栄の跡

を留めている。

発見年月は不詳，しかし口碑によると天明の頃

相模の国から来た士族で藤七という狩人が発見 L

たものという。彼は天明七年三月十二日彼の妻が

死亡 Lたので小安に引きあげた。その後小安元湯、

の狩人佐藤運蔵なるものが経営に当つたが失敗 L

て中止，•その後経営者が伊藤多郎兵工，高橋松兵

エ•藤原栄助（三梨村） •藤原元吉•佐藤岩吉な

どと変つたが、結局現在は経営が諦められている。

さて真澄翁にはその他「みやまの夜鶏」と題L

た一文があり．

「出羽国雄勝郡の七葉紺（とち）温泉に聞L人

あり。秋田郡杜良（もりよし）の嶽に聞L人あり

また同郡太乎山の女人堂にて聞き L人あり。」

とあるが，どんな鳥か•小綬鶏の類か，仏法僧

鳥か，不明である。

泉質

単純温泉

単純呆

単純温泉

（明 19) 

（明 S6) 

（昭 SO)

湯ノ台温泉

本泉のことは真澄翁の「雪の出羽路」雄勝郡四

の役内村の項に記されている。

「虎毛川の岸に温泉あり，湯桁の内に木櫃とて

大なる木をくりて五六尺の船と Lパ三四浮てよき

ほどに Lてこれに入りて浴せり。」

これに非常に典味ぶかい記録であると思う o 普

通湯槽と書いてユブネと読んでいるが，槽を何故

フネと読むかということである。温泉浴のときわ

ざわざ号IIり舟を使う慣習があったということなら

ば，真に古い入湯法があったものと思わざるを得

なI,ヽ o 翁は更に筆を運んで，

「湯は亡硝 c芭硝とも書く，硫酸ナトリウムの

こと）の気味ありていづらの病にもよげなれど，

ふさはしからぬにゃ，近きころはむれては人いた

らぬよ Lをいへり。此村もみな菅氏也，いかなる

よしならん，そのゆゑを知らずとなむ。」

と結んでいる。

この湯ノ岱混泉は役内1IIC虎毛JII)の上流で，

稲住温泉，鷹ノ湯温泉のわずか手前にある温泉で

昔の秋の宮村である。日本鉱泉誌には，「海面ョ

リ高キコト七百四十五尺余ナリ，土買 9ヽ赤土ニシ

テ沙礫少ッ，泉源三ヶ所アリ（秋田県鉱泉誌には

ニケ所とあり），甲＾役内川ノ岸J:ナル乎地溝渠

状ノ処ヨリ涌出ス，木槽一個アリ，乙＾部落ノ北

ニシテ泉源二就キ浴室ヲ設ケ，丙＾乙ノ少南二発



シ其源ヲ以テ浴池卜為ス•三泉皆乎地ヨリ低キコ

ト三四尺許•道路＾稽二便ナリト雖モ、細路ニッテ

車ヲ容レ難ク饂二牛馬ノ来往ヲ通ス」とある。

現在泉源は6ケ所，交通も便利で，バスも通じ

ている。

本泉の発見は不詳，・浴場の開設は元禄年間（ l

6 88~l?Oヽ）であるという。かつては此処に太

郎兵エノ湯，彦左エ門ノ場，太郎右エ門ノ湯Qg

命泉と号 Lた）の 3湯があったが，現在では新五

郎ノ湯が太郎兵エノ湯と合致するだけで，他は不

明である。

泉買

単純温泉 （明 1 9) 

塩類泉（不動泉） （大 2) 

弱食塩泉 OE命泉） （大 2) 

アルカリ性塩類泉 （大 5) 

弱食塩泉 （昭 Z 6) 

" （昭 3 8) 

稲住温泉

本呆は前記湯ノ岱温泉より更に lKmばかり奥で

雄勝町横堀から宮城県鬼首へ通ずる道路の左手に

ある山居野という処にある。山居野（サンキョノ）

は緩い傾斜をもった平地であるが，昔増田町満福～

寺の僧徳殿和尚が此処に閑居Lたという寺敷地で

あるから山居野という名称があるという。此処に

は稲住温泉の浴舎はあるのであるが，泉源はない。

泉源は此処から東々北方約 8Kmの荒場沢にあり

この泉源から山居野まで木管t.ロどによって引湯し

ている。真澄翁の「雪の出羽路」雄勝四の役内村

の項には次のように誌されている。

「天高山祥雲寺といふ禅林あり，此湯の台（湯
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に在り，ぅぺも硫黄平の名ぞ有ける・。あぷら石とて

て荏（ニゴマ）に似たる塊のごとなるものあり，

そをいふ也。また山核子．（クル・ミ）石，花紋石tょ

どの化石あり．石の地蔵をすゑ•tこり。徳巌和尚の

閑国の蹟は小高き処に在りき，艮（東北）に茶漉

銀，乾（西北）に大山臥か岳，小山伏か嶽，押

（西南）に夏路の神室か山（こは薄久内の山に L

てまた小神室ともいへり）大神室か嶽など四方ふ

たがりて，渓水の音清く閑なる事世に似ず。」

この稲住と湯ノ岱との距離は 1Km内外，それを

翁は山路を一里歩まれたのである。また山居野に

は当時すでに出湯はなかったし現在とてもない

訳であるが，翁とても荒湯沢まで行かれたことで

もない。また当時荒湯から山居野まで引湯して其

処に浴舎があったということでもない。

荒湯沢の噴湯の発見年代は不明であるが，村民

の口碑によると•人がもし此の荒湯沢に立ち入る

ときは山神の怒に触れ，山荒れがくるといわれ，

この沢に出入するものがなかったという。

しかし明治十七年この迷償を排 Lて押切永吉氏

が柴薪採りの際これを発見 Lて浴槽をつくり浴舎

を建てて荒湯湿泉と称したが，明治 8 2年現在の

山居野に浴場を移し，泉名を稲住温泉に改めたと

いう。

，荒湯の泉源は荒湯沢の極わまったところにあり

湯池をなLている。その中央に噴湯柱が立ち，高

さ0.5~l. 0 m。この湯池 C5 o坪ばかり）から

木樋，木管にょつて泉水を山居沢まで引湯してい

る。湯池の東方には数多くの噴気孔があるが，何

れも泉水の湧出が少ない。

なお山居沢の荏に似た石塊は俗にブリコ石とい

われ，＾ララコ状の珪石であるが，旧温泉噴出物

の凝結したものである。また噴泉丘，または噴泉｀ ノ岱）の奥山に硫黄乎といふあり，そこを山居と 塔もあることなどの記録もあるが，現在は見られ

いふ。

湿泉台より硫黄乎に一里斗山路を行ぬ•東に明

石が沢あり，屏風が沢あり，山居野に左右エ門太

郎稲荷おはしぬ。取上石といふ路のぺに魚形石あ

り，左に両場の沢，また山陰にうる Lかきの沢な

どといふ処も過て山のおちくぼなる処につきぬ。

むか Lの温濤の跡とおほ Lくて硫黄ところどころ

，
 

なくなった・

泉買

単純温泉 （明 l 9) 

硫黄泉' （大 3) 

＂ （大 5) 

弱緑肇泉 • (昭 21.j) 
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・・岸が沢の湯
・．・．

兵澄翁の「雪の出羽路」．雄勝ー',：岸箇沢村の項

には次のようなことが記事されている。‘

「愛宕の社あり•そは高松路より東一丁に出ロ

といふ処あり，そこに温泉ノ沢あり。」

奥羽線三関駅前から国道 l 3号線を南下すると

須川村に達するが，そのとき須川橋を渡らずに左

折，すなわち東行するこの道が高松路である。こ

の高松路を東行，埜部落で突き当り，東南すると

川口，外ノ目の部落がある。外ノ目の村端れで東

側の山には御嶽神社があり，その喪を西流する一

JIIを越した道路の西側には田圃がひらけて高松川

が遠望される。

店澄翁がいう愛宕ノ社はこの田の中にあるので

ある。更に1Kmばかり行くと右手は田圃，左手は

山で，道路に沿った東側に岸箇沢と須)II中学校が

ある。泉源はこの中学校の裏手にあるのである。

限が沢には現在住家はなく，また何処まで出口

というか詳かではない。真澄翁が，

「地勁（なゐ）にふり崩れし処に Lて今は渓水

和りていささかぬるみ，水硫黄流ると事あり，こ

れいにしへの酸JIIの混泉ならむ。

水の味酸く魚なんどすまざりにしゃ，今は水底

を探れば砂温かに Lていで湯ありし事いちじろく

村も酢川の名に流れけむ。」

と述べている。 Lかしこの湧呆が須川温泉であ

るとはいえない• LかL地形からみると山なだれ

のあった跡と思われる台地であり．其処に中学校

校合が建ち，その他は畑となっている。現在の泉

源に台地の鍛とも思われる行きずまりの個所に湧

かであり，右手の泉源け擬石と鉄板で保護されて

いる。泉水は無色清澄，臭気も湯花もない。味ぅ

と僅かに塩辛いが，酸味は明らかではない。地形

上，魚の棲むことは難しいと思うが，蛙の卵があ

ることから考えると•生物に必らず Lも毒である

とは思われない。況Lて酢JIIがこの温呆に由来L

たとは思われない。泉水はや.I..ぬるい程度である。

泉質

不 ・・明

柳が窪の湯（柳沢の湯）

兵澄翁の「雪の出羽路」雄勝郡二の清水河村の

項には次のように書かれている。

「宮田の支郷也，此村，皆瀬illのあなた大館村

の西にあり，三ツ梨子ノ郷にも同じ名処にておな

じ村名ならびたるにや，同地にやo 柳が窪ノ温泉

西の山沢に在り，むか Lはよき温湯にてありしよ

し，今ほ谷水混りてぬるし。」

この文章を現在の眼で見ると，いるいろな疑問

が起こるように思う。真澄翁は恐らく皆瀬ILLの西

側にある飯田か羽竜か，または宮田の丘から東に

あたる）1[連，三ツ梨方面を遠望したのではないか

と思われる。現在大館ほ皆瀬川の東岸にあるから

である。次は清水河村であるが，六郡々邑記には

JI!連村にも三ツ梨村にも支郷として清水川村は記

されているが， Lかし現在は何れにもなく，現存

するのは三梨村の清水小屋村だけである。翁が野

中の廃村という項に記したように，皆瀬川の汎濫

に遭つて消減したか，或は他村へ移り住んだもの

と思える。次はこの村の位置のことである。翁は

この清水河村を大館の西にありとしているが，仮

にそうであるとすると柳が窪との関係がおか L<

なる。それ故，消水河村を清水小屋村の近くにあ

ったとすれば，その位置が大館の西ではなく南方

ということになる。

さてこの柳が窪の温泉の所在であるが，宮田部

落では普通「柳沢の湯Jと呼んでいて柳が窪とI,ヽ

9

9

 

出 Lている。 う名称を知らない。 Lか L柳が窪は昔の人々の呼 、
尿水湧出は 2ヶ所，相離る 3mばかり，その中 んだ名称かも知れない。

程のところに水神を祭つている。湧出量は割合豊 この柳沢の湯の泉源は雄長子内嶽（雄銚子内嶽） ＇ 
と京政嶽との・使する谷間で，宮田，京政部音の西

にあたる柳沢という狭い沢にあるのである。泉池

は四角で広さ l坪ばかり，深さ 0.5~l. o m,西

と北の両方から谷水が流入している。池底からは

泉水も湧くが，また硫化水素臭を帯びたガスの噴

出もみられる。呆温は l2℃ C気混 2?℃)。皮

膚病に効くというので村人逹は汲み．，沸かし湯と



して現在も入湯しているもののようである。浴舎

などないが．泉源から 50 mばかり離れた所には

浴槽の跡がある。

なおこの柳沢から遠からぬ沢に 1泉があり，泉

池の形は三角である。柳沢の泉池の周囲には）II柳

が生えているが，後者の周囲には椎の木と藤があ

る。湯花は白いが微量，阿者の泉質は外見同一で

ある。

泉源の発見年代も泉買も不詳。

むすび
羞
”
『

今回は菅江真澄翁の著書に現われて•当時実際

に利用されていた温泉および温泉の所在と何等か

の関係があったと考えられる 87項目について調

ペ，かつ現在の状況とを比較してみた。このこと

は単に真澄翁の見聞の広く，足跡が治く，文章の

麗 Lいというばかりではなく，こと温泉•本草学

に関する限り実証的であり，科学的であったとい

いたし‘°

さて上記 8 7項目のうち

(1) 殆んど温泉湧出と関係がないと考えられたも

の 1件（巌松山温泉寺）

(2) 温泉と関係があるが当時湧泉の不明であった

もの 9件（湯坂，山椒沢の湯，八森湯の沢の

湯，大森かうかのはらの湯．脇本の湯，北秋田
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郡湯の岱の場，稲住の褐，男鹿草木原の場）

(3) 湧泉があって利用できたもの 7呆（山本郡

湯の沢の湯，大柄の場，切石絨泉．笠矢の湯，

添川湯沢の湯．滝ノ下鉱泉．岸箇沢の湯）

（ヽ） 当時使用中の温泉 2 0泉（鹿角大湯温泉，

銚子，湯瀬．大滝，柚，梅内の諸泉，男鹿湯本

および田屋沢，小倉．浅見内の湯．乎鹿大森湯

の沢の湯，湯の原，泥湯，小安の湯，JIIJ原の湯，

大湯沢の湯，搬湯，雄勝湯ノ台の湯，柳沢の湯）

以上のとおりであって，現在から視るとまた差

違のあることは免かれない。その是も大きい原因

の一つは国民ない L民家の湿泉というものについ

ての概念の変異と，企業としての経済的変動であ

る。その中でも交通の利便と湧呆自体の温度がか

らみ，更に温泉管理の不手際と老化が関係するも

のと思われる。結局現在使用中利用中の温泉は冷

泉を含めて 20~2 2泉程度である。

なお本稿においては，J11原毛温泉と須川嶽温泉

ほ踏査未完成であるので，次回改めて報告したい。

その他真澄翁曾遊の地で現今湧泉のあるところも

あるので，これらを含めて次回に報告 Lたいと思

う。
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